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｢蓄積と拡大再生産｣('資本論｣第２部

第21章)の草稿についで(上）
『資本論』第２部第８稿から－

大谷禎之介

はじめに

『資本論』第２部および第３部の現行版は，未完のまま残されたマルク

スの草稿をエンゲルスが刊行可能なかたちにまで仕上げたものである。多

年にわたったこの作業がどんなに困難なものであったかは，エンゲルスが

この２つの部の序文や多くの手紙のなかで書いているところからもうかが

い知ることができる。しかし，そのさいエンゲルスがマルクスの草稿にじ

っさいにどの程度の手を加えたのかということになると，エンゲルス自身
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の記述からは，さまざまな想像ができるだけである。それは，マルクスの

草稿そのものの調査にもとづく現行版との異同考証が多少なりとも行なわ

れるようになるまでは，一般にかなり過少に評価されてきたといえるであ

ろう。1950年代からそのような調査や考証の結果が発表されるようになっ

て，この２つの部の現行版が意想外に広い範囲にわたってエンゲルスによ

る書き変えや書き加えを含んでいることがわかってきた｡Ｄ

わたくしも，かつて第２部の現行版のある個所をすこし立ち入って調べ

ようとしたさいに，わたくしがそれまでに漠然と抱いていた観念，すなわ

ち，エンゲルスがとくに注記していないかぎり現行版はマルクスの文章を

そのまま収めているのだという固定観念が正しくなかったことを痛感させ

られた｡2）それいらい，第２部と第３部とをひもとくたびに，「これはマ

ルクスの文章そのままだろうか，エンゲルスの手が加わっているのではな

いだろうか」という疑念を押えきれず，またそのたびに，その個所を含む

マルクスの草稿を見たいと切望するようになった。その後新ＭＡＧＡの刊

行が始まり，その第２部の「『資本論』とその準伽労作」で，これまで一

般に見ることができなかった経済学草稿が次々とその全容を現わしてきて

いる。いずれは全草稿が公開されることになるので順調な進行への期待は

大きいが，しかし，予告されている刊行の順序だけからゑてもかなり先に

ならないと読めそうにない草稿も少<ない。よく知られているように，第

２部と第３部との草稿のオリジナルは，その大部分がアムステルダムの社

会史国際研究所（l略称IISＧ）に，残りがモスクワのマルクス＝レーニン主

義研究所に保存されている。また,いまモスクワのＭＬ研と共同でＭＥＧＡ

の編集を行なっているベルリンのマルクス＝レーニン主義研究所にも諸種

の資料があるにちがいない。そういうわけで，かねてから，機会があれば

これらの研究所を訪れてふたいと考えてきた。

さいわい1980年度（のちに1981年度も)，法政大学在外研究員として滞

欧することになったので，この期間中に『資本論』の草稿やその解読文に

接する可能性を探ることにした。まず訪れたのがIISGであり，1980年1１
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月からしばらくのあいだ，ここに所蔵されている草稿のうち第２部の諸草

稿を調べることができた。

今回ＩＩＳＧを訪れるさいにわたくしがとくに強い関心をもっていたの

は，エンゲルスが「第８稿」と呼んだ第２部の草稿である。それは第２部

の草稿中の最後のものであるだけでなく，総じて『資本論』草稿中の最後

のものである。現行版第２部を見ればわかるように，それは「第３篇社

会的総資本の再生産と流通」の約75％に利用されており，とりわけそのう

ちの「第21章蓄積と拡大再生産」はすべてこの第８稿から取られてい

る。しかも第３篇の他の一半の約25％に用いられた第２稿は，さいわい日

本でもそのマイクロフィルムを見ることができるのに，第８稿については

そうした可能性がないだけでなく，これまで公げにされている情報もごく

わずかである。わたくしはIISGで，第２部の諸草稿の概略を調べたあと，

すぐにこの第８稿，そしてとくに現行版第21章にあたる部分の内容の掌握

を試ふた。しかしなんといっても「あの有名な，ときには書いた当人でさ

え読めない筆跡」（KII,Ｓ,７３)）である。草稿のフォトコピーをにらんで

いただけでは，読永直すたびに筆跡を辿ることに気を取られて，内容の把

握どころではない。そこで結局，エンゲルスが第３部をまとめるさいに取

った手順（KII1,ｓ､１１)，すなわち，まず全文の解読ノートをつくり，そ

のあとでそれを読んで内容を考えるという手順を，わたくしも取らなけれ

ばならなかった。もちろん，内容を理解してはじめて判読できる個所も少

くないので，わたくしはこの２つの作業のあいだをなんども往復したので

ある。そのようにしていちおうできあがったものを読永返してふると，マ

ルクスの草稿の性格が，またそれと現行版との関係が，したがってまたエ

ソゲルスの編集作業のありようが，はっきりと浮かびあがってくるように

思われた。こうして，ともかくも第21章を，草稿との違いについての不安

をもたずに読めるようになったので，その立ち入った研究はさておき，わ

たくし自身としては，この部分についてのIISＧでの仕事はひとまずその

目的を達したのである。
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しかし翻って考えてふると，第21章の草稿を見ることを切望していたの

はわたくしひとりではない。再北産論や恐慌論に関心をもつ多くの人々が

その発表を待ち焦がれている。しかも，ＭＥＧＡでのこの部分の発表は，

第２部の最後の原稿であるということからゑて，まだかたり先のことにた

るであろう。それまでのつなぎとして，わたくしの拙い作業でもなにがし

かの役に立つことはないものだろうか？わたくしの作業は，いうまでも

なく，十分な解読の習練を積まぬ者が短期間になし終えなければならなか

ったものであり，解読に誤りが残っていることも確実であるが，しかし，

マルクスの叙述の全体の流れや，エンゲルス版との大きな相違や，また少

くともマルクスの角括弧一前後の叙述からなんらかの意味で岐論として

区別するさいの－や下線ぐらいは，読糸取ることができるのではないだ

ろうか？またその信頼度については，この仕事はＭＥＧＡでのような多

くの専門家によって周到に仕上げられた共同労作とはちがって，個人が独

力で自分のためにした作業結果を公開して参考に供するものにすぎないこ

とを，あらかじめはっきりと断っておくことで，誤認をふせぐことができ

るのではないだろうか？

わたくしの最も信頼する人々の意見も聞いたうえで，このさいは拙速を

尊ぶべきと判断し，在欧中ではあるがこちらで調査結果をまとめ，発表す

ることにした。発表を急いだのは，ひとつには，この調査がこれから訪れ

る予定の２研究所での調査とは別のものであることを明示する必要があ

る，と考えたためである。手許に十分な資料もないまま作業をしなければ

ならないので，あるいはすでに発表されていることを繰り返すことになる

部分もあるかもしれない。また，現行版との相違については，大きな点に

ついては触れるつもりであるが，細かい異同考証をやっている余裕もな

い。さらに，紙数の関係で，当初用意した「社会史国際研究所所蔵の『資

本論』第２部の諸草稿について」の項を削らざるをえなかった｡のこのよ

うに不十分なものではあるが，しかしわたくしとしては，これでも，さま

ざまの種類の必要な考証を加えながら草稿の各部分を細かく調べてやつと
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獲得できたもののまとめのつもりなのであり，したがってIISGの所蔵資

料をただ写し翻訳しただけの仕事ではなかったと考えているのである｡5）

１）そのような調査や研究としてここで考えているのは，第２部についてのハリ

トーノフの研究(10.T､XapHToHoB,〃3zzc"Ｗ）zL〃α叩α60ﾉﾌﾞz“ﾉ協叩砿ＪＪＣ"zc施oZii

aﾍﾞCHOﾉﾘzzJVec/coZii〃zeOPJJzJ，《Bonpocl,IIIcTopHH》，ＪＶｂ２,1956）や第３部につ

いての佐藤金三郎氏の諸論稲，両部についてのリュベルの注解（ＯＢ""γＣｓ‘ｃ

ＫαγノＭＺγ"，ECO"0〃CII，Edition6tablieetannote6parMaximilien

Rubel,Parisl968）などである。

２）拙稿「『内在的矛盾」の問題を『再生産論』に属せしめる見解の一論拠につ

いて－『資本論」第２部注32の『覚え書き』の考証的検討一｣，東洋大学

『経済経営研究所研究報告』No.6,1973年。このなかでわたくしは第２部の

注32について若干の考証を試ふたのであるが，その時点ではこの注にあたる部

分を含む第２部第２稿を見ることができなかった。その後，法政大学大原社会

問題研究所に問題の第２稿のマイクロフィルムがあることがわかり，他方，モ

スクワのマルクス＝レーニン主義研究所から当該部分を含む解読文１ページの

コピーを入手することができ，わたくしの考証に訂正を加える必要が生じた

（この点については，さしあたり，久留間鮫造「恐慌論体系の展開について

(2)｣，『経済志林』第44巻第３号，1976年，を参照されたい)。しかし，わたく

しは上記拙稿を発表したさいの目的はいちおうはたされたと考えたことと，再

度この問題を論じるときには，第２部の諸草稿の調査をふまえたいと考えたこ

ととから，これまで，同じ問題を論じることも拙稿に対する諸批判に答えるこ

ともしないできた。今回のIISＧでの調査で，必要な前提がある程度まで充た

されてきていると感じているので，帰国後機会をゑて，訂正や諸批判へのお答

えを含め，再度論じたいと思っている。

３）以下本稿では，『資本論』をＫと略し，これにＩ，Ⅱ，mの巻数を付し，

ＭＥＷ版（いわゆる全集版）のページをあげる。また，すべての引用文におい

て〔〕で挿入されているのは引用者によるものである。

４）この部分はいずれ別稿として発表するつもりである。

５）ＩＩＳＧで閲覧したものについての公表には一定の限界があると聞いている。

しかし，わたくしの場合には，あらかじめ利用願いのたぐいを出すこともなく

同研究所を訪れて，研究員のランカウ（G6tzLangkau）氏と面談したのち同

所のアルヒーフの利用を許されたといういきさつのためか，調査結果の公表に

関する条件らしいものはなにひとつつけられていない。本稿については，ラン

カウ氏にその構成を説明し，大学の学術雑誌に発表する旨を告げる機会があっ

たが，彼はそれに対してどのような注文もつけようとしなかった。
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１『資本論』第２部第８稿について

第２部第８稿は第２部草稿中の，また総じて『資本論』の全草稿中の最

後のものである。エンゲルスは第２部の「序文」で，1877年以降に書かれ

た第５－８稿のうちの最後のものであるということ以外，第８稿の執筆時

期についてふれていないが，これまで，1880年ないし1880-1881年に書か

れたものと推定されてきている｡Ｄ

第８稿はこのような執筆時期の点で注目されるだけでなく，それが「社

会的総資本の再生産と流通」についてのマルクスの最後の叙述であり，し

かもこれだけが拡大再生産についてのある程度まで立ち入った研究を含ん

でいる，という点でも，きわめて重要な意義をもっている。

エンゲルスは第２部の「序文」で次のように書いている。

「このころ〔1877-78年ごろ〕，マルクスは，自分の健康状態の完全な

革命なしには彼自身の満足するような第２部と第３部との仕上げを完了

することはとうていできないということを，はっきりと感じていたよう

に思われる。じっさい，第５－８稿は，病状の重圧にたいするむりやり

な挑戦の痕跡をあまりにもしばしば帯びている。第１篇の最も困難な部

分は第５稿で新しく書き改められた。第１篇の残りと第２篇の全体（第

１７章を除いて）には理論上のたいした困難はなかった。これに反して，

第３篇，社会的資本の再生産と流通は，彼にはどうしても書き直しが必

要だと思われた。すなわち，第２稿では再生産が，まず，それを媒介す

る貨幣流通を顧慮することなく取り扱われ，次にはこれを顧慮してもう

一度取り扱われていたのである。このような取り扱いを改め，一般にこ

の篇全体を著者の拡大した視野に対応するように書き直すことが必要だ

った。こうして第８稿ができあがったが，それは４つ折り版でわずか７０

ページの１冊だった。しかし，これだけの紙面にマルクスがどれだけの

ものを圧縮することができたかは，印刷された第３篇から第２稿からの

挿入部分を取り去ってふればわかるであろう。
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この原稿も対象を暫定的に取り扱っただけのもので，その取り扱いに

さいしてなによりも肝要だったのは，第２稿に比べて新たに得られた諸

観点を確立し展開することであって，新たに言うべきことのなかった諸

点は顧慮されていない。もともと多少は第３篇の領域に侵入している第

２篇第17章の重要な一部分も，再び取り入れられて拡大されている｡論

理的な連続はしばしば中断され，所々に論述の切れたところがあり，こ

とに終わりのほうはまったく断片的である。しかし,マルクスの言おう

としたことは，あれこれの仕方でこのなかに述べられている｡」（Ｋ,ＩＬ

Ｓ､１２） 

このような第８稿を，エンゲルスは第３篇で徹底的に利用した。第８稿

のなかで現行版に使われなかった部分はごくわずかでしかない。そのまま

使うことがむずかしいと思われた部分も大きく手を入れながらなんとか残

そうと努力をしている。他の諸稿についても言えることであるが，エンゲ

ルスはもちろん，マルクスの草稿に大幅に加筆をしたり，場合によっては

大きく書き直しをしたりできる立場にあった。じっさい，どこででしそう

する仕方で「編集」をするほうが，彼にとってどんなに楽であったことで

あろう。しかし，じっさいのエンゲルスの作業は，マルクスの書いたもの

を極力生かそうとする努力の連続であったように思われる。そうでありな

がら，きわめて多くの加筆・訂正を行なっているのは，彼にとっての課題

は『資本論草稿集』を刊行することではなくて，労働者階級の武器として

の『資本論」全３部を完結させることだったからである。エンゲルスが，

したくてもいいことをしたとか，やりすぎたという非難をする人々には，

なぜ晩年のエンゲルスが病永がちな身体を鞭打って，自分自身の仕事は後

まわしにしても，『資本論』第２部・第３部の完成と刊行とを急いだのか

は，けっして理解できないであろう。それはともかく，この第８稿の利用

ぶりにはそのようなエンゲルスの心づかいが伝わってくるようなところが

ある。こうして，４つ折り版70ページから，現行版第３篇の約75％がつく

られたのであった。残りの25％は言うまでもなく第２稿からのものである。
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ここに，第２稿および第８稿のどこの部分が現行版の第３篇のどのペー

ジに利用されているかを示す一覧表を掲げておこう｡2）

現行版第３篇と第２稿および第８稿との対応

現 版行

稿
ジ

８
－
 

第
ぺ第２稲

ぺ_ジ

|蛭璽版章|節’表 題

緒論

研究の対象

貨幣資本の役割

対象についての従来の諸論述
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1８ 

１ 

２ 

351-354 
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第８稿から現行第３篇以外のところに利用された唯一の部分は第８稿の

76-77ページであって，現行版第６章の第２，３，４パラグラフに対応して

いる（ただし，７７ページはIISGには存在しない)。

次にIISGに保管されている草稿そのものについて若干のことを記して

おこう。まずIISGの現行『目録」での記載を掲げる｡3）

Ａ６９DasKapital，Ｂｄ．Ⅱ，ManuskriptVIII， 

nachl878,deutsch,englisch,franz6sisch,７０ｓ・

Marx-Pagin.，Ｓ､１－７６（S56und66iiberschlagen；72-75 

frei)，S77fehlt、

１ｓ．ＩｏｓｅｒＺｅｔｔｅｌｍｉｔＮｏｔｉｚｅｎｆＵｒＳ６５ｕｎｄＳ､６９． 

この草稿は，エンゲルスの序文に記されているように４つ折り版のノー

トである。198×312ミリのサイズの紙葉を２つ折りにして綴じたものであ

る。各ページには20本の青色の横罫があるが，槌色のためか，きわめて薄

く，フォトコピーにはまったく写っていない。

全ページにページ番号がつげられている。このノートはいまは74ページ

しかないが，上の『目録』に記載されているように，ページづけをするさ

いにマルクスは誤って56ページと66ページとを抜かしており，したがって

最後のページは76ページとなっている。また72-75ページはページ番号が

あるだけで，なにも書かれていない。この空白ページのページ番号以外の

すべてのページ番号は鉛筆でなぞられている。これはかつてフォトコピー



１０「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（上）

を作るさいになされたものであろう。

マルクスのページづけで77ページにあたるページが失われているのは，

このノートに表紙がついていないことに対応するものであろう。すなわ
おもて

ち，第１表紙および第２表紙（言し､換えれば表表紙の裏表）とそれにつな

がっていた第３表紙（これが77ページ）とその裏の第４表紙とが失われて

いるものと推定される。さきにもふれたように，エンゲルスはこのノート

の最後の部分を現行版第６章の第１パラグラフのあとに挿入しているが，

現在残されている76ページに書かれているのは，ＭＥＷ版132ページ28行

目の,,Ebensowenig“までである。現行版でそれに続く９行は，エンゲル

スが自分で補ったものではなく，７７ページを見ながら書いたものであろ

う。つまり，エンゲルスが使ったときには，このノートには77ページと７８

ページ，つまり裏表紙がついていたことになる。そしてこの裏表紙はとう

ぜん表表紙とつながっていたはずであり，したがって，このノートにはも

とは表紙もついていたということになる。その傍証としては，このノート

の１ページ目にはエンゲルスの手によるノート番号や日付などの記入がま

ったくないことをあげることができるであろう。エンゲルスは第８稿以外

のＩＩＳＧに現存する1877年以降のどの草稿でも，その最初のページになん

らかの覚え書きを記しているが，この第８稿ではそれは，失われてしまっ

た第１表紙に書かれていたのであろう｡4〕

ノートの綴じ目はマルクスのページづけで36ページと37ページとのあい

だにあり，しっかりした綴じ糸がついている。また，マルクスのページづ

けで２ページと３ページとのあいだには，裏表２ページが切り取られたあ

との切り口がある（この紙葉はマルクスのページづけの73-74ページにつ

ながるものである)。ていねい)ｾﾘ=切り方でなく，表側（つまりもともとの

３ページ目）には３個所ほど行頭の文字の断片が残っている。裏側（つま

り４ページ目）にはなにもふられない。この切り取られた２ページと失わ

れた４ページとを加えると，このノートははじめ20枚の紙葉から成る80ペ

ージのノートであったことになる。



11 

このノートのほかに，『目録』にあるように１枚の独立の紙片が，第８

稿に属するものとされている。それは，草稿65ページとそれに内容的に接

続する69ページとでの表式展開のヴァリアントである。この紙片の大きさ

は112×180ミリで，上端はさらに大きな紙から切り取ったことを示すやや

雑な切り口となっている。紙質は明らかに上述のノートのそれとは異なる

もので，罫はまったくはいっていない。

ノートの各ページは，罫を無視して黒インクでぎっしりと書きつめられ

ている。各ページ平均約45行で，多いページでは50行もある。表式を含む

ページ，ことに表式展開を試ゑているページでは行数はやや少なくなって

いる。２ページの下方約殆，５０ページの下半分，７１ページの下方約蛤は空

白となっている。

ノートの全ページに鉛筆で,,CS“という書き込糸があり，ペラの紙片に

は,,ＨＪ９４“という書き込承がある。どの草稿にもふられるこの種の記号

は，ランカウ氏によると，ドイツ社会民主党のアルヒーフにあった時期に

モスクワのＭＬ研のためのフォトコピーを作成するさいの整理番号とし

て書かれたものだとのことである。また，約半数のページに，ＩＩＳＧの印

が押されている。

次項で取り扱う「蓄積と拡大再生産」以外の部分もさらに調査のうえな

んらかのかたちで紹介したいと考えているので，ここではそれらについて

の説明は省くことにする｡の

１）ＭＥＷの第19巻（1962年刊）に付された年譜では，1880年１月一12月に，

「マルクスは，『資本論」第２巻と第３巻との執筆にあたり，第２巻第３篇の新

しい異文を書」いた，とされている（ＭＥＷ,Ｂｄｌ９,Ｓ､614)。また，1970年

に発表されたグリゴリヤーンの論文では，「1880-1881年執筆」としている(Ｃ

Ｍ、rpIIropbylH，ノＹＢＣﾉZpodo〃'ro"zJC）ｚＸⅡ７０ﾉﾘZα‘`Ｈα"Zz"ZαﾉZα,,Ｒ、

／M〃ccα，《I/IHcTIITyTMapKcH3Ma-JIellHHH3MaｎｐＨＵＫＫｎＣＣ,HaynlHo‐

ＨＨ巾opMauHoHHblii610JIJIeTellbceKTopanpoH3BeﾕeHIIiiKMapKcaHの、

aHreJIbca》,Ｎｂ19,1970,CTP､171)。この点については，田中真晴氏がすでに

言及されている（田中真暗「晩年のマルクス覚え書｣，『経済論叢』第109巻第

１号，1972年，158ページ)。
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2）第２稿中の第３章，すなわちのちの第３篇にあたる部分については，水谷謙

治氏と名和隆央氏が，モスクワＭＬ研での水谷氏の同稿解読文の調査にもとづ

いて詳しく紹介されている。そのなかで名和氏は「第２稿と現行版第２部第３

篇との対応」と題する表を作成されているが，わたくしがここに掲げた表は，

名和氏の表に第８稿中の対応部分を加えたものとなっている（水谷謙治・名和

隆央「『資本論』第２部第２草稿（｢第３章』）の未公開部分について－その

概要と解説一｣，『立教経済学研究』第33巻第１号，1979年，149ページ)。た

だし，いくつかの部分は，名和氏の表よりも細かく示しておいた。

3）ここで現行『目録』というのは，ＩＩＳＧの『マルクスーエンゲルス遺稿目録

〔InventardesMarx-Engels-Nachlasses〕」のことである。このうち『資本論』

に直接関係するものについては，佐藤金三郎氏による紹介がある（佐藤金三郎

「アムステルダム・社会史国際研究所所蔵『資本論』関係資料について｣，『経

済学雑誌』第63巻第２号，1970年)。またこの現行の『目録』ができあがるま

で同研究所で使われていた旧『目録〔Marx-Engelslnventar〕』も，その大部

分が川鍋正敏氏によって紹介されている（川鍋正敏「国際社会史研究所所蔵

マルクス・エンゲルスの草稿および読書ノート目録｣，『立教経済学研究』第２０

巻第３号，1966年)。

4）表紙がなかったためであろう，前注に記したIISGの旧『目録』を作成する

時点では，この草稿が第２部の第８稿であることがまだつかまれていなかっ

た。旧『目録』では次のように記載されていた。

B130Quesnay'sTableauEconomiqueetQ2S． 

Ａ・Ｓｍｉｔｈｃｈ．Ⅲ．ｂ・ＩＬ４５Ｓ、

ＤｅｓｔｕｔｔｄｅＴｒａｃｙ３Ｓ 

Ａ・Smithcontin、１９S

NehmenwirdenKreisl，ProzessdKapitalsinseinerein‐ 

fachstenForm…１ｓ・

Heft，７４ｓ８゜・ｎｕｍｍ.，４Snichtbeschrieben.（viel

korrigMs､ｖｏｎＭ.）（1877） 

この記載のうち最初の２ページとは，マルクスのページ番号で１－２ペー

ジ，次の45ページは同じく３－４７ページ，次の３ページは48-50ページ，次の

１９ページは51-71ページ（56,66ページは欠)，最後の１ページは76ページ，

をそれぞれ意味している。この記載は，当時はこの草稿の内容がほとんどつか

まれていなかったことを示している。
●●●● 

第２行の,,ch・’11.ｂ・ＩI“というのは，この第８稿の１ページの最上部に

，,Ch・’11,bII`‘と書かれているところから取ったものであろう。しかしこれ
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もまっく見当違いの記載である。これは『資本論』の「第２部第３章」と読む

べきものである。ただこの点については，なぜマルクスが「第２部第３篇」と

しないで「第３章」と書いているのかという疑問が残る。形式的には，(1)この

草稿がじつは３篇構成確立以前のもの，すなわち第５稿以前のものであるか，

(2)いったん確立した３篇構成をまた３章構成にもどしたのか，(3)たんなる書き

まちがいか，といった可能性を考えることもできようが，ここではただ第２部

第３篇を言い表わすのに簡単に”Chlll，ｂｌｌ“としておいたということにす

ぎないものと考える。

5）ただひとつのことだけはここに述べておこう。マルクスは第８稿以前には，

消費手段生産部門を第１部門，生産手段生産部門を第Ⅱ部門と呼んでいたが，

この第８稿では一貫してその逆の呼びかた，つまり生産手段生産部門を第１部

門，消費手段生産部門を第Ⅱ部門と呼んでいる。この点では，第８稿を現行版

に取りいれるさいに，エンゲルスはなんの手も加えていないのである（もちろ

ん表現上の改善や誤記の訂正は行なっているが)。「対象についての従来の諸論

述」のうち「アダム・スミス」のところですでに２部門分割についての言及を

承ることができるが（ＫＩＩ,Ｓ､365-368)，この部分も基本的に草稿の叙述

（Ｓ８）と一致している。このあとさらに，１６ページで表式を示しており，これ

は現行版の「第20章単純再生産」の「第２節社会的生産の２つの部門」に

取り入れられている。エンゲルスは，「印刷された第３篇から第２稿からの挿

入部分を取り去ってふれば」云女と書いているところからわかるように，第３

篇は基本的には第８稿から，そしてそれに第２稿を「挿入」する，と考えてい

るのであって，そうしたエンゲルスにとって，第２稿を第８稿に合わせて書き

直すのはまったく当然のことであった。エンゲルスが第１部門＝生産手段生産

部門，第Ⅱ部門＝消費手段生産部門として全体を統一したことをもって，なに

か必要以上のことをしたかのように言うとすれば，それはまったくあたらない

であろう。また，この変更の理由を，マルクスの拡大再生産研究のなかにの承

求める根拠もないように思われる。

２「蓄積または拡大された規模での生産」にかんする叙述に

ついて

第８稿のなかで拡大再生産が論じられているのは，46-47ページと，３

ページ飛んで51ページから71ページまでと，独立のぺうの紙片である。そ

の冒頭には，「Ⅱ）蓄積または拡大された規模での生産」という表題が書
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かれている。この表題そのものは以下の本文を書くまえにまず書かれたも

のであることは明らかであるが，「Ⅱ)」という数字の部分は，前後の文字

のあいだに割り込むように書かれており，直前の語~これについてはす

ぐ言及する－の末尾とやや重なっているので，あとから書き加えられた

ものと推測される。このⅡに対するＩは，内容的には「単純再生産」を

さすものと考えられるが，それに該当する「Ｉ）単純再生産」という表題

は第８稿中には存在しない。しかし，現行版の第19章「対象についての従

来の諸論述」の第２節「アダム．スミス」の冒頭にあたる部分（ＫＩＩ,Ｓ、

362;草稿，Ｓ､３）には，「Ｉ)」と書かれている（鉛筆で大きな字であとか

ら最き込まれている)。これがおそらくⅡにたし､するものであろう。この

２つの数字はどちらもあとから書き込まれたもののようであるが，内容的

にはすでに拡大再生産についての本文のなかでこの拡大再生産に関する部

分と区別して「Ｉでは」云々と書いているので，全休を書き終えてから

Ｉ，Ⅱとすることにしたのではないであろう。

上の表題の同じ行のすぐまえには，「先取り〔anticipirt〕」と書かれてい

るが，これは，当該部分の前述のページの飛びと関係がある。草稿では，

現行版の第20章第10節「資本と収入。可変資本と労賃」にあたる部分が４２

ページから50ページにかけて書かれているが，その中途の46-47の２ペー

ジに，「蓄積または拡大された規模での生産」が「先取り」して書きはじ

められたかたちになっているのである。内容的にはこの部分はもちろん，

50ページのあとに来るべきものである。ただし，このことは，執筆のさい

にも実際に「先取り」して書かれたことを意味するものではない。むし

ろ，その逆であるように思われる。すなわち，この「先取り」部分の２ペ

ージは表裏の２ページではなくて見開きの２ページであること，および，

その前後の部分-45ページ末尾および48ページ冒頭一には飛びないし

連絡の指示や覚えがまったくないこと，この２点からゑて，ページをめく

るさいに誤って飛ばしてしまった２ページをあとから利用したものであろ

うと推定できる。したがって記述の内容について考える場合には，この前
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後関係は考慮の外に置いてよいということになる。

次に表題そのものについてみると，現行版での表題「蓄積と拡大再生産

〔AkkumulationunderweiterteReproduktion〕」とは，第１に「拡大再

生産」ではなくて「拡大された規模での生産」となっている点で，第２

に「拡大された」の語がerweitertではなくてvergr6ssertとなっている

点で，第３に「と〔und〕」ではなくて「または〔oder〕」となっている点

で，異なっている。このうちの第１の点は，マルクスも本文のなかで両者

を同じ意味で使っているのであって，「拡大再生産」の表現は短縮の役に立

つであろう。第２の点であるが,じつは「拡大された」というとぎにver‐

gr6ssertという語を使っているのは，拡大再生産を論じている部分全体の

なかで，この表題と最初のパラグラフ中の１個所だけでしかない。それ以

降は一貫してerweitertを使っている。そのほうが適切と感じたためであ

ろう。したがって，エンゲルスがerweitertを用いているのは当然である。

しかし第３の点については疑問がないわけではない。最初のパラグラフで

マルクスが言うように，「現実の蓄積とは拡大された規模での再生産であ

る」のであり，しかもここの表題での「蓄積」はまさにその「現実の蓄

積」なのであって，「蓄積」と「拡大再生産」とは相並ぶ別物なのではな

く，同じものを言いかえたのにすぎないからである。「または」のｏｄｅｒ

は，「すなわち｣，「いいかえれば」の意味である。この第３の点について

は，エンゲルスの表題よりもここでのマルクスの表題のほうがマルクスの

考えをより正確に表現するものと言えるであろう。

本文にはいると，まず注目しなければならないのは，現行版の表題がす

べてエソゲルスによるものだということと，それらの表題はマルクスの叙

述の流れを部分的にしか反映していないのではないか，ということであ

る。これは，もっと適薑切な区分と表題があったのではないか，ということ

を直接に意味するものではない。そういう区分と表題があるかもしれない

し，それを考えてふることに意味がないとは思わないが，ここでの問題は

むしろ，マルクスのここでの叙述の全体がそもそも体系性を欠いており，
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きちんとした組立てをもつ区分とそれに糸あう表題とを受けつけにくい性

質のものだ，ということである。まさに，「論理的な連続はしばしば中断

され，所々に論述の切れたところがある」（ＫＩＩ,Ｓ12）のである。私事

にわたるが，わたくしはかねてから現行版の第21章の各表題は現行版の本

文からゑてもどうもそぐわないところがあり，不適切なのではないかと感

じていた。リユペルの書いているところなどで，これらの表題はエンゲル

スがつけたものだと考えてはいたが，しかしそれでも他方では，エンゲル

スのその表題づけにはやはり相当の－マルクス自身の残したものによる

－根拠があるのではないか，という思いを捨て切れなかった。そしてそ

れはまた，本文そのものが多かれ少なかれ当初からの一定の構想のもとに

順序だてて書かれたものだろうという先入感と結びついて，テキストの個

念の叙述にたいしてすなおに疑問を出すことを妨げていた。そしてそのこ

とがかえって，全体の叙述の流れを，したがってまたその流れのなかで個

々の部分の意味を，とらえることをむずかしくしていた。しかしこのたび

の第８稿との対面で，もちろん全部とはいかないが，かなりの程度までも

やもやが消え，第21章についての見通しがきくようになったと感じてい

る。その大きな要因の１つが，内部の各表題をまったく無視することがで

きるようになったということなのである。マルクスの草稿では，表題らし

いものはただ１個所，草稿の57ページ，ＭＥＷ版で499ページの，第２節

「部門Ⅱでの蓄積」中の横線のあとのところに，「５）部門Ⅱでの蓄積」

とあるだけである（この位置がエンゲルスのそれとは異なっていること

も，よく納得がいく）。あとは，数字と記号をつけているパラグラフがあ

るほか，そのまえの叙述との区切りを示すための横線がときどきひかれて

いるだけである。その数字と記号というのは，現行版の冒頭パラグラフに

あたる部分に「１)」と書かれ，以下，第３パラグラフに「２)｣，第１節

の冒頭パラグラフに「３)｣，第２節の冒頭パラグラフに「４)｣，いま述べ

た「部門Ⅱでの蓄積」という表題のまえに「５)｣，そしてこの５のさらに

下位の区分として，次のパラグラフに「ａ)｣，第３節の途中，ＭＥＷ版の
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503ページの１行目にあたるところに「ｂ)｣，とそれぞれ書かれているも

のである。

さて，全体の区分と表題づけを別にして，本文を読んでいくと，エンゲ

ルスがマルクスの文章に驚くほど細かく手を入れていることがわかる。し

かしそれは，ドイツ語原文でふるのと日本語訳文でみるのとでは，まった

く程度が違っている。原文では，ほとんど大半の文章のどこかに筆が加え

られている。訳文では，むしろ内容的に変わらない部分が大半であること

がわかるであろう。エンゲルスは書いている。

「材料の主要部分が，大部分は事実上は仕上げられていたとはいえ，

文章としては仕上げられていなかった。それは，マルクスが抜き書きを

つくるときにいつでも用いていたような文章で書かれていた。だから，

文体はぞんざいであり，表現も行文もくだけたもので，しばしばひどく

ふざけた表現や言いまわしがまじっている。……章の終わるところで

は，次の章に移ることを急ぐあまり，しばしばただわずかばかりのぎれ

ぎれの文章が，そこに未完のまま残された展開の境界石になっているだ

けである。……私は，原稿をできるだけ原文のとおりに再現し，文体に

ついてはマルクス自身も改めたであろうと思われる点だけを改め，説明

のための書き入れやつなぎの文句は，どうしても必要でしかも意味のう

えからまったく疑問の余地がない場合に限って挿入するということだけ

で満足した。その解釈にほんのわずかでも疑問の残った文章は，むしろ

まったく原文どおりに印刷されてある｡」（ＫＩＩ,Ｓ､７）

一見，いたるところで筆を加えているように見えながら，そのきわめて大

きな部分が，文体上の修正となっている。エンゲルスはたいていの場合，

マルクスの原文の意味を変えないように苦心しながら，文体上の－ある

いはしばしば語彙の－修正をはかっているのである。マルクスの原稿に

たいするエンゲルスのこの尊重は，真の理論的労作が実践にとってもつ意

味への彼の確信と，彼の謙虚さ，良心を十分に伝えるものである。わたく

しは，このたびの作業のなかで－マルクスの努力についてはいうまでも
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ないが，同時に－エンゲルスの仕事ぶりになんども深い感動を覚えずに

はいられなかった。

とはいえ，あちこちでエンゲルスは，訳文にも変更をもたらすような書

き変え，書き加えを行なっている。それらの加筆のタイプを調べてみるの

も興味がないわけではないが，ここではそれだけの余裕はない。また草稿

と現行版との相違についていちいち記している余裕もない。次項での訳文

と原文を現行版のそれらと対比していただけばいいことなので，本稿では

その作業は断念した。しかし，それでも一言しておきたいのは》それらの

変更や加筆を不要なもの，マルクスの論旨を誤って伝えるもの，と一方的

に評価してはけっしてならない，ということである。もちろん，エンゲル

スが，マルクスの叙述の真意をつかみきれなくてマルクスの原文を改悪し

ている場合もあろう。またエンゲルスとしては読者への親切のつもりでつ

け加えたつなぎや敷桁がかえって原文の流れをわかりにくくさせている場

合もあろう。しかし，エンゲルスの加筆なしにいきなり草稿を読んだとし

たら理解できなかったであろう個所も少<ないと思われるし，またエンゲ

ルスの加筆によって，そこでマルクスが明示的には書いていない豊かな思

想内容がつかゑだされている場合もあるであろう。

たとえば，現行版第１節の２のなかには，次のような記述がふられる｡Ｄ

「単純再生産の場合には，剰余価値の全部が収入として支出され，し

たがって商品Ⅱに支出されるということが前提された。したがって剰余

価値Ｉは，不変資本IIcをその現物形態でふたたび補填するべき生産手

段だけから成っていた。そこで，単純再生産から拡大再生産への移行が

行なわれるためには，部門Ｉでの生産は，Ⅱの不変資本の諸要素をより

少なく，しかしそれだけＩの不変資本の諸要素をより多く生産できるよ

うになっていなければならない。この移行は必ずしも困難なしに行なわ

れるものではないが，しかし，それは，Ｉの生産物のあるものがどちら

の部門でも生産手段として役だつことができるという事実によって，容

易にされるのである｡」（ＫＩＩ,Ｓ､432）
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この個所は，草稿の53ページのはじめのほうの個所にあたるが，そこに

は，最初の２つの文章はあるが，「そこで」以下の文章はない。「そこで」

以下は，エンゲルスの文章なのである｡しかしこのつけ加えないし書き替

えは，草稿のこの部分のなかでマルクスが明らかにしようとしているいく

つかの点のうちの１つを，明示的に取り出したものとして，きわめて適切

かつ重要なものであると考えられる。「単純再生産から拡大再生産への移

行」という問題はマルクスのテーマの重要な一半をなしているが，マルク

スはこの表現を使っていないのである。この事実から，「移行」という表

現はエンゲルスの書き力Ⅱえにすぎないのだから，それはマルクスの展開と

は無関係だったことがはっきりした，といった結論を導きだすひとがある

かもしれない。しかし，もしそういうひとがあるとすれば，そのひとはそ

れによって同時に，次のように言明することになるわけである。すなわ

ち，マルクスが「蓄積と拡大再生産」の章のなかでまったく書いていない

事柄をマルクスのこの章での「含意」だとして「展開」してゑせること

は，さらにそれ以上にマルクスとは無関係な地点に立つものである，と。

もちろん，マルクスの原文を見てはじめて，なるほどそうだったのか，

と納得がいくところも少〈ない。たとえば，いま現行版から引用した個所

の次の文は，現行版ではこうなっている。

「したがって，－単に価値の大きさだけから見れば－単純再生産

の内部で拡大再生産の物質的土台が生産されるということになる〔Es

folgtalso，daB-bloBdemWertumfangnachbetrachtet-innerhalb 

dereinfachenReproduktiondasmaterielleSubstratdererweiterten 

Reproduktionproduziertwird〕｡」（ＫＩＩ,Ｓ､492）

このままでは，「単に価値の大きさから見れば」というのはそれ以下の全

文，あるいは「生産される」にかかると読むほかはないが，内容的には

「単純再生産」にかかると考えるべきところだとこれまで考えてきたので

あるが，マルクスの原文ではこうなっていたのであった。

「したがって，単純再生産一たんに価値の大きさから見れば－の
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内部で，拡大された規模での再生産の，現実の資本蓄積の，物質的土台

が生産されるということになる〔Esfolgtalso,dassinnerhalbdein‐

fachenReproduktion-blossdemWerthumfangnachbetrachtet-

d・materielleSubstratderReproductionauferweiterterStufenleiter，

dwirklichenKapitalaccumulation,producirtwird〕｡」（第８稿，５３ペ

ージ）

この場合には，エンゲルスの手入れはかえって文意を損うことになってい

るといえるであろう。

さてそのほかの細かい点はすべてて省略して，この「蓄積または拡大さ

れた規模での生産」のなかでエンゲルスが最も取り扱いに苦慮したと思

われる，そしてまた第８稿のなかでは唯一の例外的取扱いとなっている部

分に話を進めよう｡2）それは，現行版でエソゲルスが第３節「蓄積の表式

的叙述」としている部分，とくにその「１第１例」以降の部分である。

エンゲルスの表題を見ると，「部門Ｉでの蓄積」と「部門Ⅱの蓄積」を考

察したので，こんどはそのうえで蓄積の過程を表式を用いて示してふよ

う，ということになる。マルクスの叙述がそのように進められているかど

うかには疑問があるが，その点はひとまずおくことにしよう。ともあれエ

ソゲルスはここまでは，マルクスの文章に手を入れ，加筆しながら進んで

くることができた。ここまではマルクスの文章の大部分がなんらかのかた

ちで取り入れられてきた。第３節にはいっても，「１第１例」の前まで

は－おそらくマルクスの叙述に疑問をもちながらも－マルクスの叙述

について進んできた。ところが，第１例を書き進めていくと，はじめはマ

ルクスの表式展開の数字の－あるいは計算の－誤りを訂正すればなん

とか進めたものが途中からそうはいかなくなってきた。というのは，マル

クスの叙述の流れはマルクスの誤った数字を前提にし，それとしっかり結

びついていたからである。ＭＥＷ版の506ページのあたりもかなりの変更

を必要としたが，507ページの後半あたりからは（さらについでにつけく

わえれば514-515ページい，エンゲルスは数字も説明Ｍ~つかり自分で
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書かなければならなかった（また後のほうでは，マルクスの記述をかなり

大きくカットしなければならなかった)。そしてなんとかかたちだけはマ

ルクスのやっているのと同じような仕方で５年間の展開を終えることがで

きた。かたちだけは！というのは，エンゲルスの展開をみると，ここで

はＩ部門の蓄積率を50％とし，その他の諸比率もすべて一定としておい

て，過不足のない補填が行なわれて再生産が進行する経過を表現している

だけであって，そこからなんらの結論も引きだされてはいない。「第１例」

とはそういうものであった，と読者は読むであろう。しかし，マルクスの

表弍展開はそうではなかった。展開を５年間にわたって行なって６年目に

はいったところでそこから１つの結論を引き出している。「これは，資本

主義的生産の進行とは矛盾している」（第８稿，６４ページ）と！これは

表式展開に適切でないところがあったにちがいない－こうマルクスが考

えたかどうかは別として，マルクスは新らしい数値をおいて展開をやり直

そうとする。これもうまくいきそうもない，そこでこんどは剰余価値率を

変化させて展開して象ようとする。このあたりでは，病気のせいか，マル

クスの数字の計算も，数字を書くのも，書いた数字を読承取るのも，さら

に表式の前提を守ることも，また展開のしかたそのものまでも，誤りや混

乱を含むようになっている。そうして，こうした試承も成功しないまま，

あらためて出発点を置き直して，現行版で「２第２例」とされていると

ころにはいっていくのである。したがって「第２例」とは，「第１例」と

その続きとの試みの失敗をやり直しているものなのである。エンゲルス

は，マルクスの失敗した展開とその結論，そして再度の不成功の試糸の部

分を－当然のことであるが－全部削除し，自分の表式展開だけを置い

た。その結果，マルクスの思考の流れはゑえにくくなってしまっているの

である。

ところで，「これは，資本主義的生産の進行とは矛盾している｣，とマル

クスが書いているのは，５年間にわたる展開ののちに，出発点よりも資本

の有機的構成が低下してしまっていることをさしている。しかしこれは，
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マルクスの感ちがいと表式展開のさいの誤りの結果とが二重の原因として

働いた結果生じたものであった。第１にマルクスは得られた結果を「単純

再生産の表式」での資本構成と比較しているが，これはおかしい。拡大再

生産のための「出発表式」に配列を変えたときに有機的構成を低下させて

いるのであって，比較するとすれば，「出発表式」とでなければならない。

第２に，表式展開のさいに，「出発表式」ではＩ部門の資本構成がｖ：ｃ＝

１：４であったのにマルクスの展開では以降のＩ部門の蓄積はつねに１：３

の割合で行なわれている。Ｉ部門の資本構成も総資本の有機的構成も下が

るのはあたりまえなのである。第３に，ここでのマルクスの展開が－じ

っさいにそうはなっていないがマルクスはそのつもりであったと思われる

ように一両部門の資本構成も追加資本の構成もそれぞれ一定という前提

を守り，しかもマルクスのしかたで過不足なく計算を進めるならば，２年

度以降の部門間比率は一定となり，したがって総資本の有機的構成も一定

となるのであり，また，初年度から２年度にかけての総資本の有機的構成

の変化は，－マルクスの方式によるかぎり－１部門の蓄積率とそれに

よって決定されるその年度のⅡ部門の蓄積率との関係によって決定される

部門間比率の変化にかかっているのであるから，マルクスが前提を守って

ミスを犯さずに計算を続けていたならば，彼は別の結論に達したであろう

し，その場合にはまた，その後の叙述も異なったものになっていたかもし

れないのである。

マルクスがこのような試行錯誤の過程を辿っているのをふると，それは

ほかの部分についても，これまで不可解であった個所がじつはマルクスの

試行錯誤を表わしていたのではないか，と見直してふる目を開いてくれ

る。少くともわたくしについてはそうであった。

マルクスは「蓄積の表式的叙述」のところで，表式ａをつくり，拡大再

生産をこれで考察しようと言い,Ｉ部門でもⅡ部門でも蓄積率50％として，

Ｉ部門での追加不変資本と追加可変資本との大きさを確認したところでは

たと筆を止め，「われわれはここで１つの新しい問題にぶつかるのである
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が，……日常的な理解にとっては，このような問題があるということだけ

でも奇妙だと思われるにちがいない」（ＫＩＩ,Ｓ､503；第８稿，Ｓ､59）とし

て）つまるところ，Ⅱが売らずに買うことのできる「貨幣源泉はⅡのどこ

でわき出るのか？」と問題を立て，以下「第１例」のまえまであれこれと

検討をしていく。わたくしにはこれまで，こうした叙述の流れがどうも不

可解でならなかった。なぜこういう筋道で論じなければならないのかがよ

くわからなかった。蓄積の進行のさいの貨幣資本の積み立てとそれに伴う

追加貨幣の必要，またそのための「貨幣源泉｣，というのは，たしかに拡

大再生産を論じるさいの１つの重要な論点ではある。しかしここでの問題

提起ははたしてそういうものであろうか？マルクスはせっかくつくった

表式ａはもうそのままにしてしまって，「第１例」で新しい「出発表式」

をつくって表式を展開する。なぜなのか？第８稲を見てはじめて得た結

論はこうである。＜両部門の蓄積率を任意に取った場合には過不足のない

両部門の転換は偶然の場合にしかできないことにマルクスは気づかないで

表式展開をしようとした結果行きづまり，その打開策として一方的購買を

もちださざるをえなかったのだ＞ということである。表式ａについて言え

ば，両部門の蓄積率がともに50％では，過不足のない転換＝補填は不可能

である。どちらかの部門の蓄積率を他部門の蓄積率によってきまるものと

するか，過不足のない転換という前提を置かないことにするか，そのどち

らかでしかない。マルクスはここでは後者を取った。しかしその場合には

表式を展開して承る意味の過半は失われてしまうであろう。そこで「第１

例」以降では－しばしばミスは犯しながらも－過不足のない転換を前

提し，そして「第１例」では第１部門の蓄積率を50％として与えられたし

のとし，第Ⅱ部門の蓄積率はそれによって規定されるものとしたのであっ

た。このように読むとき，マルクスの叙述の流れはまことに自然であり，

得心のいくものとなる。そして，このような視点をもってこの第21章の全

体を読み返すと，それは最初に全体の構想をもって書き始めたものでない

どころか，まさにその正反対のものであること，マルクスが「蓄積または
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拡大された規模での生産」について解明しなければならないと考えた重要

な問題を自ら設定しては解き，あるいは行き詰って他に方向を探る，とい

う苦闘の跡を記録したものなのだということがわかってくるように思われ

るのである。

したがって，この第21章の部分はとりわけ，個々の叙述にとらわれるこ

となく，この全体のなかでマルクスはどういう問題を立てているのか，そ

してまたそれになにをもって答えようとしているのか，ということを読承

取る必要がある。すでに以前に論じていたことの繰り返しや，ほかの部分

に属する問題であることを彼自身が述べているところや，岐論とふるべき

個所などをいちおう視野の外におき，まさにこの「蓄積または拡大された

規模での生産」で解明されている固有の問題はなにか，を明らかにする
●●●●● 

必要力:ある。そして得られたものが，マルクスの拡大再生産論なのであつ
●●●●● 

て，それに含まれていない問題についての議論をマノレクスの「含意」であ

ると称するのは，証いるものといわれねばならないであろう。それはとも

かく，第８稿の原文は，現行版ではかくれてしまっているマルクスの試行

錯誤の過程をも露わにすることで，かえってマルクスの本来の課題と彼の

思考の流れとをつかみ易くしてくれるように思われる。マルクスが多かれ

少なかれ当該の個所にとっての岐論として角括弧に入れていた部分を，エ

ンゲルスはしばしば本文のなかに組糸こんでいる。また－そうせざるを

えなかったことはよく理解できるが－エンゲルスはマルクスの下線によ

る強調を再現していない。現行版にあるわずかの強調はまさにエンゲルス

による強調であって，草稿では逆に強調されていない場合が多い。これは

強調の意味のちがいから生じることである。このような角括弧や下線も，

マルクスの思考をとらえる一助となることであろう。

以上，やや感想めいたこともつけ加えたが，第８稿中の第21章該当部分

の，現行版に対比しての一般的な特徴づけを行なった。内容的に論じてふ

たいこと,たとえば,エンゲルスが｢第４節補遺」としている個所は｢補遺」

であるどころかこの拡大再生産の論述の１つの筋道にたいするいちおうの
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●● 

結論となっている，ということであるとか，貨幣流通の媒介をはじめから

いっしょに論じることの意味とか，さらに大きな問題としては，さきにも

ふれた,ここでの固有の問題はなにかということ，またそれに関連していわ

ゆる「内在的矛盾」がこのなかで論じられていると考えることができるの

かということなど，ここではすべてを読者の研究に委ねることにしよう。

１）この部分をとくに取りあげたのには，次のような理由もある。ＩＩＳＧには，

エンゲルスがマルクスの諸草稿からつくりあげた第２部の原稿が保存されてい

る。この原稿は印刷所に送られた清書稿ではなく，そのまえの段階のものであ

る。これは，はじめのわずかの部分をエンゲルスが書いたほかは，ほとんどア

イゼンガルテン（OskarEisengarten）に口述筆記させたものである。しかし，

エンゲルスは，アイゼンガルテンに筆記させた原稿にあとからさまざまの手を

加えている。この第21章にあたる部分でもそうしているが，そのなかでかなり

大きく書き変えないし書き加えをしているところが10数個所ある。そのうち内

容的にふて重要な書き変えと考えられるのが，この「移行」のパラグラフなの

である。このほか，内容的な書き加えをしているのは，現行版の「蓄積の表式

的叙述」の「第１例」の直前で，マルクスが「云々，云点」と書いているのを

内容的に補足しているところである（第８稿，６１ページ；ＫＩＩ,Ｓ,505)。それ

以外は，短縮のための書き変えか，表式展開の部分での大きな手入れである。

２）ここで「唯一の例外的取扱い」と言ったのは，第８稿中でこれほどエンゲル

スが全面的に書き直しをし，またかなり大きく削ってしまったところがほかに

ないからである。この表示展開の部分では，エンゲルスははじめマルクスにつ

いていこうとするが，やがてそれができなくなり，ついに自分で数字をつくら

なければならなくなる。また，草稿の64ページから65ページにかけて青鉛筆で

大きく抹消線を引いて，この部分の取り入れを断念しているのである。

３「蓄積または拡大された規模での生産」の内容

本項では，第８稿中の21章該当部分の細目的な把握を試承る。すなわ

ち，まず草稿の各パラグラフの内容を日本語で記し，そのあとにそれを読

まれるさいの参考として，草稿からの解読文をつける。本稿の性質上パラ

グラフごとに見ていくことにしたが，第８稿に含まれている拡大再生産に

かんする叙述は，原文でも訳文でも－抹消されている部分は別として

－，本項にすべて含まれているはずである。注としてつけ加えたのは，
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草稿の状態にかんする報告，原文の文法的不整合についての疑問，マルク

スの明らかな誤記と思われるものの訂正，とくに表式の展開のなかに見ら

れる混乱についての指摘，解読不能の部分や解読に確信がもてない部分の

指示，訳語・訳文についての若干の説明，などである｡Ｄ

はじめに，訳文と解読文とを読まれるさいに知っておいていただきたい

ことを列挙しておこう。訳文はもちろん後続の解読文にもとづいているの

で，まず解読文について，次に訳文について，という順序を取ることにし

よう。

解読文作成の原則は，抹消されている部分は別として，草稿のありのま

まの姿をできるかぎり忠実に写し取るということである。その結果，現行

版とは以下の点で異なることになる。

①マルクスが当時の慣行の正書法にしたがっている場合には，それが

そのまま残されている。たとえば，現在のＷａｒｅはWaare,Wertは

Werth,konstantはconstant,realisierenはrealisiren，あるいは現在

のzufolgeはzuFolge,zuwegeはzuWeg’等々。

②マルクスの正書法上の動揺はすべてそのままに残し，統一は行なわ

ない。たとえば，KapitalとならんでCapitalがあり，Produktionと

ならんでProductionがあり，CirculationとCirkulationがあり，

FunktionとFunctionがあり，ＡｋｔとActがあり，ｂｌｏｓとblossが

あり，jetztとjeztがあり，FondsとＦｏｎｄがある，等々。

③マルクスの正書法上疑問がある癖のようなものも，誤記とはしない

でそのまま残す。たとえばallmiihlichがallmiihligないしallmtilig

になっている，など。

④マルクスの句読点は，文末のプンクトと省略符のプンクトとを除い

て，すべてそのままにする。マルクスのコンマやプンクトは，はっき

りと独立に打たれるのでなく，語末に続けて気持だけ置かれているこ

とも多いので，それらがあるかないかの判断は非常に微妙である。こ

の作業では，はっきりとあることがわかるもの以外は書かれていない
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屯のと承なした。境界的部分での主観的判断を避けるためである。

⑤マルクスは定冠詞der,des,ｄｅｍ,den,die,ｄａｓを，文脈からこの

うちのどれであるかわかる場合には，一般に．.と省略している。ま

nk二，きわめてしばしばｖｏｎをｖ､と，しばしばfurをｆ､と省略してい

る。あるいはconstantやvariabelをconst・やvar、としたり，特別

な例としてはCirculationをCirc、としているところがある。これら

の，プンクトによる省''1冊はすべてそのままにしてある。

⑥マルクスはｃ，ｖ,ｍのような記号や，それを用いた表式では，きわ

めて統一を欠いた書きかたをしている。ｃ,ｖ,ｍの大文字か小文字か

の判断を除いて，その他の点ではできるだけもとのままにするように

努めた。

⑦マルクスの定式Ｇ－Ｗ…Ｐ…Ｗ－Ｇ''等々のなかにある実線と
●●●●●●●●●● 

点線とは，マノレクスのすべての草稿を通じて各文字の並び線，すなわ

ちＧ,Ｗ,Ｐの下端の部分に揃うように書かれている。現在ではこの

うち実線はＧ－Ｗのようにダッシュ（Gedankenstrich）で，点線は

Ｗ…Ｐ…Ｗのようにプンクトで示すのがふつうとなっている。こ

れは印刷技術上の要請かと思われるが，本稿ではマルクスのもともと

の定式における線をそのまま保存することにした。なお，前述のエン

ゲルス稿でも，まったく同様の書きかたをしていることもつけ加えて

おこう。

⑧明らかに誤記である部分もそのまま残し，ただその旨を注記するよ

うにした。

⑨原文の括弧類もそのままにしてある。マルクスの角括弧は角括弧

〔〕で示し，下線は－イタリックでなく－下線で示した。ただし

片括弧になっている場合には，＜＞で対応の括弧（すべて閉括弧）

を挿入した。

以上のような原則にもかかわらず，手を加えざるをえなかった点がいく

つかある。
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①略記のうち，途中の文字を省略しているものについては，すべて略

さない書きかたに戻した。マルクスの草稿になじふのない読者には読

めない可能性があるからである。たとえば，whd-Mihrend,ftwd-

fortwiihrend，Kuf-Kauf，dch-durch，wde-wurde，sft-sofort， 

Ziehg-Ziehung,Setg-Setzungngd-folgend，等を。

②ｍないしｎを２つ重ねる場合には，当時の略記法にしたがってマル

クスはしばしばITIないし丘と書いている。これはもちろん,ｍｍない

しｎｎにもどした。

③マルクスは文末であることが明らかである場合，きわめてしばし

ば，はっきりしたプンクトを打っていない。なかには，コンマと考え

るべきかプンクトと考えるべきか，微妙なケースもないではないが，

文末のプンクトはすべてつけることにした。

④ｃ,ｖ,ｍ等の記号はさきに述べたようにできるだけもとの状態を再

現するようにしたが，しかし，ｃとｖとｍの３文字については，明ら

かに大文字であるものと明らかに小文字であるもののほかに，どちら

か判断できないものがきわめて多くある。それをいちいち示すのも面

倒なので，すべて小文字にすることにした。また部門を示すＩ，Ⅱの

数字は逆につねに大文字と同じ大きさにした。その結果，草稿では

CIIとなっていても本稿ではcllとなっている場合がある。この点だ

けは原文の状態が再現されていない部分があることを記憶しておいて

いただきたい。

⑤判断に迷う微妙な場合は,重要なものについては注記したが,そうで

ない場合はその場その場で処理した。たとえば,seitensまたはseiten

O語頭のｓは小文字と大文字とはほとんど区別がつかない場合が多い

ので適宜処理せざるをえなかった。

⑥明らかな誤記でも文字の挿入で処理できるものはく＞に入れて訂

正した。

⑦前の文が明らかに終わっているにもかかわらず，次の文が小文字で
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始まっているような場合には，原則としてこの小文字を大文字'こ変え

た。

⑧マルクスは改行を示すのに，パラグラフの頭を下げるしかたを取っ

ていない。パラグラフ末に空きを残して改行することで，またパラグ

ラフ末行がページの右端までいっぱいになっているときには，次行の

頭をそれまでの行頭よりもすこし左に突きだすことで，示している。

しかし本稿では，改行はすべて行頭を下げるしかたで示している。な

お，改行かどうか判断に迷う微妙な場合は注記した。また，表式展開

のなかなどでは，形式的には改行でも，じっさいには独立のパラグラ

フとは考えにくいような場合には，いくつかの改行を含む部分を１パ

ラグラフと糸なした。

その他の留意点は次のとおりである。

①草稿にはきわめて多くの修正がある。文体上のものもあれば内容上

のものもある。それには大きく分けて，たんなる抹消，書き変え，挿

入（書き加え）の３つがある。たんなる抹消も書き変えも，ともに抹

消線で消されている部分を読糸とらなければその内容は把握できな

い。読永とれる場合もあるが，ルーペでフォトコピーを見る作業では

そうでない場合がきわめて多い。今回の作業では，抹消と書き変えと

は視野の外に置いた｡2）ただ挿入だけは，それが「生きている」部分

であるばかりでなく，しばしば下線が引かれている部分の中途で行の

上に書き加えられていて，そこに下線があると承なすべきかどうかの

判断がむつかしく，しかもこれへの下線をないものと糸なせば，もと

の連続している下線をこの挿入された語で中断することになってし

まう，という事情も考慮して，これを記録することにした。記号は

ＭＥＧＡの付属資料の部での記号にならって，挿入部分の前後に|：：｜

をつけて示してある。書き変えもしばしば挿入のかたちをとる－あ

５部分を消してその上に書き加える－が，下に抹消部分をもつ挿入

は書き変えとみなすという原則をたてて処理した。その結果，意味の
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上での挿入というよりもたんなる文体上の修正というようなものにま

で|：：｜をつけることになっているが，やむをえまい。

②解読不能の部分は×××で示したが，その状態については注記し

た。解読に確信がもてない部分は，活字を小さくして示してある。

③解読者の挿入はすべてく＞に入れたｄ

④草稿のページの指示はＭＥＧＡと同じしかたでしてある｡すなわち，

各ページのはじまるところに'46|のように記し，ページの終わるとこ

ろに|を記す。その結果，文の途中でページが変わるときにはI471の

ようになる。なお，本稿のなかでは１個所あるが，ページの途中から

該当部分が始まる場合には／69/のように示す。

次に訳文について記そう。訳文は上述のようにしてできあがった解読文

にもとづいているが，以下の諸点に留意されたい。

①訳出にさいして，大月書店版『資本論』第２部第21章（岡崎次郎氏

訳）の訳文を利用させて頂いたが，若干の語では訳語を変えたほか，

訳文を変更したところも少<ない。したがって，大月版と異なってい

るところがすべて草稿との違いを示しているわけではない。

②他方，エンゲルスが単語を置き変えたり，文章に手を入れたりして

いる場合でも，それがたんなる文体上のものであると判断できるとき

には，現行版の訳文をわざわざ変えるようなことはしなかった。

③原文では不完全な文章になっている場合でも文意が明らかであるか

ぎりは，補って訳出した。その補いが大きい場合には注記した。

④原文が誤記であることが明らかな場合で，しかもそれが訳文にも現

われるようなとぎには，そのまま訳文に示し，注で修正した。

訳文では，次の記号を用いた。慣習的に用いられている記号を用いるよ

うにしたので，原文とは違っているところがある。

①解読文では|：：｜に入れて示した挿入部分は，訳文では《》に入

れて示した。訳文に変更をもたらさないような挿入は無理に示すよう

なことをしなかった。
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②解読不衞呂の部分lま原文と同じく×××で示した。

③マルクスが角括弧をつけているところは｛｝で示した｡3）

④訳者の挿入は〔〕にいれた６

⑤下線は原文どおりにつけ，疑問がある場合には注に記した。原文で

はひと続きになっている下線でも訳文ではいくつかにわかれる場合が

あることに留意されたい。

⑥ページの指示は原文と同様である。ページの切れ目が文の中途にく

るときには，後のページの最初の語の直前をその変わり目と糸なし

た。

1）そのなかには，草稿のなかに鉛筆で書かれているものについてのものがあ

る。本稿では，鉛筆(黒鉛筆)，赤鉛筆，青鉛筆で記されている部分は，いちお

う第８稿本文以外のものと見なして，すべて注で説明するようにした。そのさ

い，赤鉛筆と青鉛筆のものはまずエンゲルスのものとゑてまちがいないと思わ

れるし，鉛筆の部分もマルクスのものではないように思われるのであるが，判

断の材料がないので，表式展開のなかで明らかにエンゲルスによるものと見ら

れる部分を除いて，いちいちそのことを記さなかった。

なお，誤記の訂正などで，訳文と原文の双方に同じことを注記することもあ

るが，原則として，注の内容によって訳文か原文のどちらか一方に注記するこ

とにした。

2）ただし，表式展開のところでは，抹消された部分を見ることによって前後の

つながりがはっきりするところもあるので，大きい抹消はなるべく注のなかで

説明するようにした。

3）なお，マルクスは表式のなかでしばしばくという記号で両部門の統括を行な

っているが，これは原文ではそのまま残し，訳文ではエンゲルスがやっている

ように）に変えた。

'461先取り。１１)蓄積または拡大された〔vergr6ssert〕規模での生産。

〔原文〕

l461Anticipirtll）Accumulationod・Productionaufvergr6sserter

Stufenleiter． 
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１)')第１部では，蓄積が個々の資本家については次のように現われる

〔sichdarstellen〕こと，すなわち，彼の商品資本を貨幣化するさいに彼は

この商品資本のうち剰余価値を表示する（つまり剰余生産物によって担わ

れている）部分をそれによって貨幣に転化させるが，それを彼はふたたび

彼の生産資本の現物諸要素に再転化させるというように現われること，つ

まり，実際には現実の蓄積とは拡大された〔vergr6ssert〕規模での再生産

であることを明らかにした。しかし個別資本の場合に現われる〔erschei‐

nen〕ことは年間再生産でも現われざるをえないのであって，それはちょ

うど，われわれが単純再生産の考察で見たように，一個別資本の場合に

－その固定成分が積立貨幣として《次戈に》沈澱していくということが

年間の社会的再生産でも現われる〔sichausdrUcken〕のと同様である。

１）この「1)」は，赤鉛筆で丸く囲まれている。

〔原文〕

１）ＧｅｚｅｉｇｔｉｎＢｕｃｈｌ,wiesichdAccumulationfiird・einzelnen

Capitalistensodarstellt，dasserbeiVersilberungseinesWaarenkapi‐ 

tals,denTheildesselbenderMehrwerthdarstellt（alsogetragenwird 

vonMehrproduct)，dersoinGeldverwandelt,wiederriickverwandelt 

inNaturalelementeseinesproductivenKapitals，ｗｉｅａｌｓｏｉｎｆａｃｔｄ 

wirklicheAccumulation-Reproduktionaufvergr6sserterStufenleiter・

WasaberbeimindividueUenKapital，mussaucherscheinenind・

jiihrlichenReproduction,ganzwiewirgesehnbeiBetrachtungｄｅｉｎ‐ 

fachenReproduction，ｄａｓｓｄｌ:successive:lNiederschlag-beimindi‐ 

viduellenCapital-seinerfixenBestandtheileinGeld,dasaufgeschatzt 

wird,sichauchindjiihrlichengesellschaftlichenReproduktionaus‐ 

driickt． 

Ｃ 

ある個別資本が500で,年間剰余価値が100(つまり商品生産物は400＋
ＶＨ１ Ｃ 

１００＋100）だとすれば，600が貨幣に転化され，そのうちの400はふたた
Ｖ 

び前貸不変資本の現物形態に，１００は労|動力に転換され，そして－蓄積
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，１ 

の場合には（蓄積だけが行なわれるものとすれば)，それに加えて，100が

商品形態から貨幣形態に転換された《のちに》Ｄｉさらに生産資本の現物諸

要素への転換によって追加不変資本に転化させられる。そのさい次のこと
ｍ 

が前提されている。第１に，年間に100が次々に貨幣として積み立てられ

るが，機能している不変資本の拡張のためであろうと，新たな産業的事

業2）の創設のためであろうと，この額で十分である（技術的諸条件に対応

している）ということである。しかしこの過程が行なわれうるようになる

までには，つまり現実の蓄積一拡大された規模での生産一が始められ

うるようになるまでには，もっとずっと長いあいだにわたる剰余価値の貨

幣への転化と貨幣での積立てとが必要だということもありうる。２）拡大

された規模での生産が事実上すでにあらかじめ始められているということ

が前提されている。というのは，貨幣（貨幣で積承立てられた剰余価値）

を生産資本の諸要素に再転化させるためには，これらの要素が商品として

市場で買えるものとなっていることが前提されているからである。その場

合，これらの要素が既製の商品として買われるのでなく注文であつらえら

れるものとしても，なんの違いしない。これらの要素の代価が支払われる

のは，これらの要素が現に存在するようになってからのことであり，また

どのふちこれらにかんして現実の拡大された規模での再生産がすでに行な

われてからのこと，言いかえれば潜勢的に3）この再生産の諸要素が現に存

在するようになってからのことである。というのは，《この場合には,》こ

の再生産が現実に行なわれるためには，ただ，注文という起動力，すなわ

ち商品の存在に先行する商品の購買とその先取りされた販売とが必要であ

るだけだからである。この場合には一方にある貨幣が他力での再生産を呼

び起こすのであるが，それは，貨幣がなくてもこの再生産の可能性がある

からである。というのは，貨幣それ自体は《現実の》再生産の要素ではな

いからである。

1）ここにはいくつかの語が行の上に書き込まれているが，はっきりとは読承取

れない。いちおうnachdemsieと読んでおくが，そうでないかもしれない。

2）「産業的事業」には下線がないが引き忘れであろう。
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3）「潜勢的｣－本稿では岡崎氏訳にしたがってpotentiellを「潜勢的｣，virtu‐

ellを「可能的」としている。しかし，この逆のほうがいいかもしれない。こ

れらの語についてはエンゲルスが現行版の注６〔a〕でふれている(KII,Ｓ､８３)。

〔原文〕

WenneinindividuellesKapital＝500,jahrliche<r〉Mehrwerth＝100
Ｃ ｖｍ Ｃ 

(alsoWaarenproduct＝400＋100＋100)，so600inGeldverwandelt,４００ 

davonwiederumgesetztmNaturalformdesvorgeschossnenconstanten 
V 

Capitals，１００inArbeitskraftu.－ｉｒｎＦａｌｌｄ・Accumulation（gesetztes
m 

werdenuraccumulirt）ausserdemlOOl:nacl1demsie:lausWaarenfornl 

inGeldformumgesetzt，ausserdemverwandeltinzuschiissigesconstan‐ 

tesCapitaLdurchUmsatzinNaturelementedproductivenCapitals. 
Im 

Esistdabeiunterstellt：１）dassw2ihrendd・JahrslOOsuccessivein

GeldaufgeschatztwirddieseSummegeniigend，（dtechnischenBe‐ 

dingungenentsprechend)，seieszurAusdehnungdesfunctionirenden 

constantenCapitals，ｓｅｉｅｓｚｕｒＡｎｌｅｇｕｎｇｉｎｅｉｎｅｍｎｅｕｅｎｉｎdividuellen 

Geschdft；ｅｓｋａｎｎａｂｅｒａｕｃｈｓｅｉｎ，ｄａｓｓｄ・Verwandlungv・Mehrwerth

inGeldu・AufschatzunginGeldvielltingern6thig，bevordieser

Processstatthaben，alsowirklicheAccumulation-Productionauf 

erweiterterStufenleiter-eintreｔｅｎｋａｎｎ２）Esistvorausgesetzt,ｄａｓｓ 

inderThatschonvorherProductionauferweiterterStufenleiter 

eingetreten；ｄｅｎｎｕｍｄＧｅｌｄ（deninGeldaufgeschaztenMehrwerth） 

inElementedproductivenKapitalszuriickzuverwandeln，istunter‐ 

stellt，dassdieseE1ementealsWaarenaufd・Marktkaufbarsind；ｅｓ

ｍachtdabeiauchkeinenUnterschied，wennsienichtalsfertige 

Waarengekauft，sondernaufOrdrebestelltwerden；bezahltwerden 

sieerst,nachdemsiedasind,ｕ・jedenfaUsmitBezugaufsiewirklichｅ

RepmductionauferweiterterStufenleiterbereitsstattfandodpoten‐ 

tiellihreE1ementedasind，ｄａｅｓｌ:dann:lnurdAnstossesderOrdre， 

.．ｈ，einesdemDaseindWaarevorausgehendenKaufsderselben， 
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ihresanticipirtenVerkaufsbedarf，damitsiewirklichstattfinde・Ｄａｓ

ＧｅｌｄａｕｆｄｅｒｅｉｎｅｎＳｅｉｔｅｒｕｆｔｄａｎｎｄ、Reproductionaufdandren

insLeben,weilderenM6glichkeitohnedasGelｄｄａ，ｄｅｎｎＧｅｌｄａｎ 

sichselbstistkeinE1ementderl:wirklichen:lReproduction． 

２)Ｄたとえば資本家Ａが，１年が経過するあいだに（または技術的諸条

件しだいではそれ以上の年数にわたって）次盈に商品生産物の諸部分－

その総計が彼の年間商品生産物をなす－を売っていく場合には，それに

つれて彼は，商品生産物のうち剰余価値の担い手一剰余生産物一であ

る部分をも，つまり彼が商品形態で生産した剰余価値そのものをも，次々

に貨幣に転化させ，そうしてこの貨幣をだんだん積zL立てて行き，こうし

て潜勢的な新貨幣資本が形成されていく。ここで潜勢的というのは，それ

が，生産資本の諸要素に転換されるべき使命〔Bestimmung〕をもってい

るからである。しかし実際には，彼はただ単純な蓄蔵貨幣形成2)を行なう

だけであって，それは現実の再生産の要素ではない。そこでの彼の仕事は

一見したところ，《流通している》貨幣を次々に流通から引きあげて行く

ことだけであるが，この場合もちろん，こうして彼が厳重にしまいこんで

しまう流通貨幣がそれ自体なお－流通にはいる前に－ある蓄蔵貨幣の

１部分であったことが排除されているわけではない。潜勢的な新たな貨幣

資本であるこのようなＡの蓄蔵貨幣が追加的な社会的富でないのは，かり

にそれが消費手段に支出されるとした場合にそうでないのと同様である。

それは通流から引きあげられた貨幣であるから，そのまえは通流のなかに

あったのであって，以前にすでに蓄蔵貨幣の成分として貯えられていたこ

とがあるかもしれないし，《貨幣化された》労賃だったり，《生産手段や》

その他なんらかの商品を貨幣化したことがあったかもしれないし，諸戈の

不変資本部分や資本家の収入を流通させたかもしれない。それが新たな富

でないことは，ちょうど貨幣である金が，単純な商品流通の立場から見

て，それが１日に10回回転して10個の別向の商品を実現したからといっ

て，それがいまもつ価値のほかにその10倍の価値をもつということになら
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ないのと同様である。諸商品は貨幣がなくても存在するのであり，また貨

幣そのものは，１回転しようと1o回転しようと，もとのままである（むし

ろ摩滅によってもっと小さくなっている)。ただ金生産においてのみ－

金生産物が1471剰余価値の担い手である剰余生産物を含んでいるかぎり

－新たな富（潜勢的貨幣）がつくりだされるのであり，また，新たな金

生産物がそっくり流通にはいるかぎりでのゑ，それは潜勢的な新貨幣資本

の《貨幣》材料を増加させるのである。

１）この「2)」は，赤鉛筆で丸く囲まれている。

２）Schatzbildungが貨幣資本の形成（Bildung）にたいしてたんなるSchatzの

形成として対置されている場合には，「貨幣蓄蔵」とせず，とくに「蓄蔵貨幣

形成」と訳した。

〔原文〕

２）WennCapitalistA・ｚＢ・wiihrendd・VerlaufseinesJahres（od・

jenachdtechnischenBedingungen,ｗをihrendgr6ssererAnzahlvon

Jahren）diesuccessivenPortionenvonWaarenproducten,derenSumme 

seinjtihrlichesWaarenproduktbildet,verkauft,soverwandelterdamit 

auchd，Ｔｈｅｉｌｄ・Waarenprodukts，derTriigerdMehrwerths-d・

Mehrprodukt-，ａｌｓｏｄｅｎｖｏｎihminWaarenformproducirtenMehr‐ 

werthselbst，successiveinGeld，speichertdiessonachu・nachaufu

bildetsichsopotentiellesneuesGeldkapital；potentiell,wegendessen 

Bestimmungu.')inElementevonproduktivemCapitalumgesetztzu 

werden・FaktischabervollziehternureinfacheSchatzbildung，diekein

ElementderwirklichenRepoductionist・SeineThatigkeitbestehtdabei

nurprimafacieimsuccessivenEntziehｎｖｏｎｌ:circulirenden:lGeld 

ausderCirculation，wobeinatiirlichnichtausgeschlossenist，dassdas 

cirkulirendeGeld，ｄａｓｅｒｓｏｕｎｔｅｒＳｃｈｌｏｓｓｕ・Riegelsperrtebenselbst

noch-vorseinemEintrittdCirculation-TheileinesSchatzeｓｗａｒ・

DieserSchatzderA.，derpotentiellneuesGeldkapitaｌｉｓｔ，istkein 

additionellergesellschaftlicherReichtum，ｓｏｗｅｎｉｇｅｓｄａｓｉｓｔ，ｗｅｎｎ 
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esinConsumtionsmittelnverausgabtwiirde・Ａ１ｓｄｅｍＵｍｌａｕｆ

entzognesGeld，ｗａｒｅｓａｌｓｏｖｏｒｈｅｒｉｎｉｈｍｖｏｒｈａｎｄｅｎｍagvorher 

schonl:einmal:lalsSchatzbestandtheilgelagertｈａｂｅｎｏｄｅｒｌ:vergol‐ 

deten:lArbeitslohn，ｏｂｅｒｌ:Produktionsrnittelod.:｜irgendandre 

Waareversilberthabe､，dconstantenKapitaltheilecirculirthaben 

od、RevenueeinesKapitalisten・EsistebensowenigneuerReichtum

alsGeldGold2)，vomStandpunktd、einfachenWaarencirc・ａｕｓｂｅ‐

trachtetaussersememvorhandnenWerthdessenlOfachenWerth 

betragt，weileslOmalimTagumgeschlagen,１０verschiedeneWaaren 

verwirklichthat.Ｄ・Ｗａａｒｅｎｓｉｎｄｏｈｎｅｅｓｄａｕ・esselbstbleibtwasesist

(ratherwenigdurchVerschleiss）ｉｎｅｉｎｅｍＵｍｓｃｈｌａｇｏｄｉｎｌＯ・Ｎｕｒｉｎ

d､Goldproduction-soweitd・GoldproductMehrproductenthalt,Triiger

lI471vonMehrwerth，istneuerReichtum（daspotentielleGeld） 

geschaffenu・nursoweitdganzeNeueGoldproduktinCirculation

tritt，ｖｅｒｍｅｈｒｔｅｓｄ.|:Geld:lMaterialpotentiellerneuerGeldkapitale． 

'）「uJ-前後に抹消された語がある。消し忘れであろう。

2）ＧｅｌｄもＧｏｌｄもつぶれていてはっきり見えないが,このように読んでおく。

このような，貨幣形態で積糸立てられた剰余価値はけっして追加的な新

たな社会的富ではないにもかかわらず，それが新たな潜勢的貨幣資本を表

わしているのは，その積立ての目的とされる機能のためである。｛新たな

貨幣資本が剰余価値の漸次的な貨幣化によるのとは異なる仕方で生じるこ

とがありうることは，後に見るであろう｡）

〔原文〕

Obgleichkeinzuschiissiger，neuergesellschaftlicherReichtumstellt 

dieserinGeldformaufgeschatzteMehrwerthneuespotentiellesGeld‐ 

kapitalvor，wegenderFunktion，fijlrdieesaufgespeichertwird、
－－ 

〔Wirwerdenspiitersehn，dassneuesGeldkapitalauchaufandrem
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WegalsdurchallmiihligeVergoldungvonMehrwerthentspringen 

kann.〕

貨幣は，商品を売ってもそのあとで買わないことによって，流通から引

きあげられて蓄蔵貨幣として貯えられる。したがって，このような操作を

一般的に行なわれるものと考える場合には，買い手がどこからやってくる

というのかわからないように見える。というのは，この過程では－そし

てどの個別資本も蓄積過程にあることができるのだからこの過程は一般的

に行なわれるものだと考えなければならない－だれもが積ZA立てるため

に売ろうとするが，だれも買おうとしないからである。もしも年間再生産

のさまざまの部分のあいだの流通過程を直線的に進行するものだと考える

とすれば－これがまちがいなのである，というのはこの過程はどれ屯承

な互いに反対の方向に進むもろもろの運動から成っているのであって，こ

れには例外はほとんどないからである－，売らずに買う金（または銀）

生産者から始めなければならないことになり，また，次のようなことを前

提しなければならないことになる。すなわち，他のすべての入念が彼に売

る，ということ。年間の《社会的》剰余生産物の総計(剰余価値の担い手）

が彼のところに移り，他の資本家の全部は，生まれながらに金、として存

在する彼の剰余生産物を（したがってまた彼の剰余価値の自然的金化を）

自分たちのあいだで《比例配分的に》分け合うのだ，ということ（という

のは，金生産者の生産物のうち彼の機能資本を補填しなければならない部

分は，すでに拘束されており処理されているからである)。彼の剰余生産

物は他の資本家の全部が自分たちの年間剰余生産物を金化するための材料

を引き出すファンドであるということ。したがって,ここでは金として生産

されるこの剰余価値は，《価値の大きさから見れば》，まず蓄蔵貨幣という

形態で蝿化しなければならない社会的な年間生産物の全体に等しいのだと

いうこと。これらのばかげた前提は，一般的な《同時的》貨幣蓄蔵を説明

すること以外にはなんの役にも立たないのであって，これでは，生産その
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しのは（金生産者の側以外では）一歩も前進しないであろう。

１）現行版では「貨幣〔Geld〕」となっているが，草稿では明らかに「金〔Gold〕」

となっている。

〔原文〕

GeldwirddCirculationentzogenu,alsSchatzaufgespeichertdurch 

VerkaufdWaareohnenachfolgendenKaufDieseOperationalso 

allgemeinaufgefasstscheintnichtabzusehnwoderKtiuferherkommen 

sollen，daindiesemProcess-u・ermussallgemeinaufgefasstwerde､，

indemjedesindividuelleCapitalsichinAccumulationsprocedurbefm‐ 

denkann,－jederverkaufenwill，umaufzuschatzen,keinerkaufen・

StelltemansichdenCirculationsprocesszwischendenverschiedenen 

Theilend，jahrlichenReproduktionalsingraderLinieverlaufend 

vor-wasfalsch，daerallzumalausriicklaufigenBewegungenbesteht， 

mitwenigenAusnahmen-somiisstemanmitdemGold(resp・Silber)‐

producentenbeginnen，derkauft，ohnezuverkaufenu・voraussetzen，

dassalleandrenanihnverkaufen，ｄａｓｓｄ・Summedjiihrlichen

l:gesellschaftlichen:lMehrprodukts（derTragerdMehrwerths）ａｎ 

ihniibergehtu・stimmtlicheandreKapitalistenseinvonNaturinGold

existirendesMehrproduct（alsoauchNaturalvergoldungseinesMehr‐ 

werths)untersichl:ｐｒｏｒａｔａ:lvertheilen,（dennderTheildProducts 

desGoldproducenten，derseinfunctionirendesKapitalzuersetzen 

hat，istschongebundenudisposedof)，ｄａｓｓｅｓｄｅｒＦｏｎｄｓｉｓｔ,ａｕｓ 

demsiedMateriefUrVergoldungihresjiihrlichenMehrprodukts 

ziehn，dassalsodieserhierinGoldproducirtesDMehrwerthl：der 

Werthgr6ssenach：|＝d、ganzengesellschaftLjiihrLMehrwerth，der

erstinFormvonSchatzsichverpuppenmuss・Soabgeschmackt

dieseVoraussetzungen，sohiilfensieweiternichts，alMllgemeine 

l:gleichzeitige：lSchatzbildungzuerkldren，womitdProduktion 
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selbstumkeinenSchrittweiterkiiｍｅ（ausseraufSeitedGold‐ 

producenten)． 

Dproducirteでなければならない,これは,次の語をMehrproductからMehr･

werthに，またそれに合わせて先行するｄｉｅｓをdieserに変えたのに，この

producirtesをそれに合わせて修正するのを忘れたために生じたものである。

われわれは，この外観上の困難をさらに詳しく解決するまえに，まず

部門Ｉ（生産手段の生産）での蓄積と部門Ⅱ（消費手段の生産）での蓄積

とを区別しなければならない。部類Ｉから始めよう。

〔原文〕

BevorwirniiherdiesescheinbareSchwierigkeitl6senistzuunter‐ 

scheiden：AccumulationinK1assel（ProductionvonProductionsmit‐ 

teln）ｕ・ＫＬＩＩ（Productionv・Consumtionsmitteln<)>、Wirbeginnen

mitKategorieI． 

３)Ｄ部門Ｉを構成している多数の産業部門での諸投資も，それぞれの特

殊的産業部門内部でのさまざまな個別的投資も，｛それらの規模，技術的

諸条件,等々,市場関係，等々をまったく度外視すれば｝それぞれの年齢，

すなわち機能期間に応じて，それぞれ，剰余価値が《次戈に》潜勢的な貨

幣資本に転化していく過程のさまざまな段階にあるということは明らかで

あって，この転化がそれらの資本の機能資本の拡大のためであろうと新た

な産業的事業における貨幣資本の投下のためであろうと－「拡大された

規模での生産」の２つの形態－，このことに変わりはない。そこから出

てくるのは，それらのうちの１部分は適当な大きさに成長した《自分の》

潜勢的な貨幣資本をたえず生産資本に転化させているが，すなわち積永立

てられた，剰余価値の貨幣化によって積み立てられた貨幣で生産手段一

不変資本の《追加的》諸要素一を買っているが，他方，他の１部分はま

だ自分の潜勢的な貨幣資本の積立てをやっている，ということである。つ

まり資本家たちは，この２つの部類のどちらかに属して，一方は買い手と
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して他方は売り手として－そして両方のそれぞれ力:どちらか一方だけの

役割を担って－互いに相対しているのである。

１）この「3)」は，赤鉛筆で丸く囲まれている。

〔原文〕

３）Ｅｓｉｓｔｋｌａｒ，dasssowohldieKapitalanlagenind・zahlreichen

lndustriezweigen，ｗｏｒａｕｓＫＬＩ、besteht，wiedieverschiedenenindi‐

viduellenKapitalanlageninnerhalbjedesbesondrenlndustriezweigｓｊｅ 

nachihremLebensalter,ｉ､ｅ・Funktionsdauer〔ganzabgesehnv・ihrem

Umfang，technischenBedingungenetc.，Marktverhiiltnissenus.ｗ・〕

sichaufverschiednenStufendProcessesderl：successiven:｜Ver‐ 

wandlungvonMehrwerthinpotentialmoneycapitalbefinden，ｓｅｉｅｓ 

zurErweiterungihresfunctionirendenCapitals，ｓｅｉｅｓｚｕｒＡｎｌａｇｅｄ． 

GeldkapitalinneuenindustriellenGeschiiften-den2Formend． 

,,ProductionauferweiterterStufenleiter"、Folgtdaher：EinTheil

davonverwandeltdaherbestiindigl：sein:lzurentsprechenderGr6sse 

angewachsenespotentiellesGeldkapitalinproduktivesKapital，ｉｅ． 

kauftmitdangeschatzten，durchVergoldungv・Mehrwerthange‐

slchatztenGeldProductionsmitte１－１：additionelle：lE1ementev．ｃon‐ 

stantenCapital-wahrendeinandrerTheilnochbegriffenistmitd， 

AufschatzinseinespotentiellenGeldkapitals1)．Kapitalistendiesen 

beidenCategorienangeh6rigtretensichalsogegenseitigdieeinen 
￣ 

alsKiiufer，ｄ、andrenalsVerkiiufer-u，ｊｅｄｅｒｄ・beidenindieser

exclusivenRolle-gegeniiber、

１）はじめAufschatzungseinespotentiellenGeldkapitalsと書いたが，Ａｕf‐

schatzungをAufschatzに変え，ｉｎを挿入した｡そのさい,seinempotentiellen

Geldkapitalと訂正するのを忘れている。

Ｃ ｖｎｌ 

たとえば，Ａは６００（==400＋100＋100）をＢ（これは２人以上の買い手

を代表していてもかまわない）に売るとしよう。Ａは６００《の商品》を売
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って６００の貨幣に替えたが，そのうち100は剰余価値を表わしており，彼

I土これを流通から引きあげて貨幣として積承立てる。しかし，この１００の

貨幣は，ただ100の剰余価値の貨幣化，つまり１００という価値の担い手で

あった剰余生産物の貨幣形態でしかない。この貨幣蓄蔵は生産ではまった

<ないのであり，したがってまたもともとけっして生産の増加分ではな

い。資本家の行為は，この場合にはただ，１００という剰余生産物を売って

せしめた貨幣を流通から引きあげてそれをしっかりと手もとに差し押えて

おくということだけである。この操作は，Ａの側〔で行〕たわれるだけ

《でなく》，流通表面〔Circulationsperipherie〕の多数の点で他の資本家

Ａ',Ａ",Ａ'"，等々によっても行なわれるのであって，彼らはふな同様にせ

っせとこの種の貨幣蓄蔵に励むのである。貨幣が流通から引きあげられて

多数の個別的な蓄蔵貨幣または潜勢的な貨幣資本として凝固する、これら

の多数の点については，それらは貨幣を不動化して，長短の期間にわたつ

て貨幣の流通手段としての可動性を奪うので，〔それらは〕流通の障害で

あるように見える○だが，単純な商品流通の場合でも，それがまだ資本主

義的商品生産にもとづいていなかったにもかかわらず，貨幣蓄蔵は行なわ

れているのだということをよく考えて承なければならない。社会のなかに

現存する貨幣量は,そのうち現に流通のなかに15112)ある部分よりもつね

に大きい，－といってもこの貨幣量は事情に応じてふえたり減ったりす

るのではあるが。われわれはここで，同じ蓄蔵貨幣3)，同じ貨幣蓄蔵をふ

たたび見いだすのであるが，しかし今度は，資本主義的流通過程に内在的

な１契機として見いだすのである。

１）「凝固する〔erstarrt〕」の上に「積承あげる〔aufhMt〕」と書いている。

２）草稿の47ページの末尾には「(続きは51ページ)」とあり，５，ページの冒頭に

は「47ページから続く」と書かれている。

3）「同じ蓄蔵貨幣」という語は草稿51ページの右肩の部分にあたるが，この語

の上に「(47ページを見よ｡)」と書き加えられている。この指示は,前注の｢4７

ページから続く」と同趣旨のものと思われるが，もしかするとこの「同じ蓄蔵

貨幣」lこの承かかわるものかもしれない。

〔原文〕
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Ｃ Ｖ ｍ 

Ａｖｅｒｋａｕｆｅｚ.Ｂ､６００（＝400＋100＋100）ａｎＢ（dermehralseinen 

Kauferreprasentirenmag)．Ｅｒｈａｔｆｉｉｒ６００１:Waaren：lverkauft， 

gegen600inGeld，wovonlOOMehrWerthdarstellen，ｄｉｅｅｒｄｅｒ 

Circulationentzieht，sieaufschatztalsGeld；aberdieselOOGeldsind 

nurVergoldungvonlOOMehrwerths,ｄ・Geldformd-Mehrproducts，

dasderTrtigereinesWerthsvonlOO・DieseSchatzbildungistiiber‐

hauptkeineProduction，alsovonvornhereinauchkeinlncrement 

derProductionD､ＡｃｔｉｏｎｄｅｓＫapitalistenbestehtdabeinurdari､,dass 

erdasdurchVerkaufd、MehrproductsvonlOOergatterteGeldder

Circulationentzieht，festhtiltu・mitBeschlagbelegt・DieseOperation

findetl：nicht：ｌｎｕｒＤｓｅｉｔｅｎｄ．Ａ，SondernaufzahlreichenPunkten 

derCirculationsperipherievonandernA'，Ａ''，Ａ''′etc・etc.，Kapita‐

listendiealleebensoemsigandieserSorteSchatzbildungarbeiten・

MitBezugaufdiesezahlreichenPunkte，woGeldderCirculation 

entzogenu・inzahlreicheindividuelleSchdtzeerstarrt2)，resp、poten‐

tiellenGeldkapitalen，scheinenHindernissed・Circulation，ｗｅｉｌｓｉｅｄ．

Geldimmobilisirenu・esseinermobilityalsCirculationsmittelfiir

ltingreod・kiirzereZeitberauben・Aberzuerwagen，dassbeieinfa‐

cherWaarencirculation,obgleichletzterenochnichtaufkapitalistischer 

WaarenproductionbegrUndeteSchatzbildungstattfindet；ｉｍｍｅｒｄ・in

GesellschaftvorhandneGeldquantumgrosser，alsderinaktiver 

Circulationll511befindlicheTheildesselben，obgleichsiejenach 

Umstiindenaufschwellenod・abnehmen・Wirfindenhierdieselben

Schiitzeu、dieselbeSchatzbildungwieder,aberjetztalseindkapi‐

talistischenCirculationsprocessimmanentesMoment． 

1）ここにはインクのしゑがある。オリジナルではインクのしふがあってもいっ

たん書かれた文字はかなり鮮明に残っている。しかしここでは，なにも書かれ

ていないように見える。現行版ではここに,,stattauf"がはいっているが，適

切な挿入であろう。
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２）erstarrtのうえにaufhiiuftと書いてある。

信用制度の内部で，これらすべての潜勢的な資本が，銀行，等々の手に

集積されることによって「貸付可能資本｣，貨幣資本となり，しかももは

や受動的な資本にではなく，また未来音楽としてではなくて，能動的かつ

「wuchernする」資本（ここではWuchernは増殖するという意味であ

る）になるとすれば，その満足のほどがしれるというものである｡'）

１）このパラグラフ全体の左側にインクで縦線が引かれている。

〔原文〕

Mangreift，welchVergnugen，wenninnerhalbdCreditwesens， 

allediesepotentiellenKapitaliendurchihreConcentrationinHiinden 

vonbanksetc・ｚｕ，,loanablecapital",Geldkapitalwerdenu・zwarnicht

mehrpassivemu・alsZukunftsmusik,sondernaktivemu.,,wucherndem`‘

(hierWUcherDimSiｎｎｄ・Wachsens)．

１）「Wucher｣－｢Wuchern」とあるべきところであろう。

しかし，Ａがこの貨幣蓄蔵をなしとげるのは,ただ,彼が－彼の剰余生

産物にかんしては－引き続いてただ売り手として現われる〔auftreten〕

だけで《あとから》買い手としては現われない，というかぎりでのことで

ある。したがって，彼が剰余生産物一貨幣化されるべき彼の剰余価値を

担うもの－を次含に生産していくことが彼の貨幣蓄蔵の前提なのであ

る．部門Ｉの内部だけ-での流通を考察している当面の場合には，剰余生産

物の現物形態は，それを１部分とする総生産物の現物形態と同様に，部門

Ｉの不変資本の１要素という現物形態である，すなわち生産手段の生産手

段という範嬬に属する。それが買い手であるＢ,Ｂ'’等々の手のなかでどう

なるか（どのような機能に役だつか）は，すぐに見るであろう。

〔原文〕

Ａ・vollbringtdieseSchatzbildungabernur，soferner-mitBezug
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aufseinMehrproduct-successivnuralsVerkaufer,nichtl:hintennach:’ 

alsKauferauftritt・SeinesuccessiveProductionvonMehrproduct-

demTriigerseineszuvergoldendenMehrwerths-istalsod・voraus‐

setzungseinerSchatzbildung、ImgegebnenFall，ｗｏｄ、Circulation

nurinnerhalbKLIbetrachtetwird,istdNaturalformd・Mehrproducts，

wiediedesGesammtprodukts，vondemesTheilbildet，Naturalform 

einesE1ementsdesconstantenKapitalsKLI，ｄ，ｈｇｅｈ６ｒｔｉｎｄ． 

CategoriederProduktionsmittelvonProduktionsmitteln・Wasdaraus

wird，（zuwelcherFunktionesdient）ｉｎｄ・HanddKiiuferB，Ｂ′

etc・werdenwirgleichsehn．

しかし，ここでまずしっかりつかんでおかなければならないのは次のこ

とである。Ａは貨幣一剰余価値にかかわる－を（積承立てるために）

流通から引きあげるのに，他方で彼は，商品を流通に投げ入れておきなが

らそれに代わる別の商品を流通から引きあげないのであって，このことに

よってＢ,Ｂ’等々のほうでは，貨幣を流通に投げ入れてそのかわりに

ただ商品だけを《流通から》引きあげることができるようになるのであ

る。当面の場合には，この商品はその現物形態（ならびにその用途田e‐

stimmung〕）から見て,Ｂ,Ｂ'の不変資本の要素一固定要素であれ流動要

素であれ－としてはいるものである。このあとのほうのことについて

は，剰余生産物の買い手であるＢ等々に掛り合うときに，もっと詳しく述

べよう。

〔原文〕

Wasaberhierzumchstfestzuhalten，istdies：ObgleichAGeld-

quoadMehrwerth-derCirculationentzieht（umesaufzuschatzen） 

werfterandrerseitsWaareinsiehinein，ohneihrandreWaare 

dafiirzuentziehn，wodurchB，Ｂ'etc・ihrerseitsbefahigt，Geldhinein‐
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zuwerfenu・dafiirnurWaarel：ihr:lzuentziehnlmgegebnenFall

gehtdieseWaareihrerNaturalformnach（wieihrerBestimmung） 

alsE1ement，ｓｅｉｅｓｆｉｘｅｓ，seiescirkulirendes，desconstantenCapitals 

vonB，Ｂ′ein、Ueberletztresmehr，sobaldwiresmitdemKtiufer

d・Mehrproducts，ｄｅｍＢｅｔｃ・zuschaffen．

ついでに,ここでふたたび,次のことを述べておこう。以前（単純再生産

の考察《のところで》）と同様に，ここでふたたびわれわれは次のことを

見いだす。年間生産物のさまざまな構成部分')の転換，すなわちそれらの

流通（これは同時に，資本の構成部分の'171復一単純な規模でのまたは拡

大された規模での，資本の再生産，しかもさまざまな規定性における資本

（不変資本，可変資本，固定資本，流動資本，貨幣資本，商品資本）の再

生産一でなければならない｝は，われわれがＤ〔単純再生産〕のとこ

ろで，たとえば固定資本の再生産のところで見たのとまったく同様に，け

っして，あとから行なわれる販売によって補われる単なる商品購買，また

はあとから行なわれる購買によって補われる販売を前提していない。した

がって，経済学，ことに重農学派やＡ・スミス以来の自由貿易学派が前提

しているような，実際にはただ商品対商品の転換が行なわれるだけだとい

うことを前提してはいないのである。たとえば，単純再生産のところで見

たように，たとえば不変資本IIcの固定成分の《周期的》更新｛－（そ

の総資本《価値》は（ｖ＋、）（１）《の諸要素》に転換される)，それはプ

固定資本の最初の出現〔と更新〕との中間期間には，つまりその機能期間

の全体にわたって，《まだ》更新されないで以前の形態のままで働き続け

るが，他方ではそれの価値がだんだん貨幣として沈澱していく2)－｝は，

ｃⅡのうち貨幣形態から現物形態に再転化する《固定》部分の単なる購買

を前提するが，この購買には、（１）の単なる販売が対応する。他方ではそ

れは，ｃⅡの単なる販売，すなわちｃⅡのうち貨幣として沈澱する固定価

値部分の販売を前提するが，この販売には、（１）の単なる購買が対応す
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る。この場合に転換力:正常に行なわれるためには，単なる購買（ｃⅡの側

からの）が価値の大きさから見て単なる販売（ｃⅡの側からの）に等しい
－ 

ということ，また同様に，ｍ(1)からｃⅡのａ）への単なる販売がｃⅡの

ｂ）からのｍ(1)の単なる購買に等しいということが前提される。同様にこ

こでは，ｍ(1)のうちの貨幣蓄蔵部分であるＡ,Ａ'の単なる購買のが，ｍｌ

のうちの，蓄蔵貨幣を追加生産資本の諸要素に転化させる部分であるＢ，

Ｂ’等々と均衡を保っている，ということが前提される｡4）

１）「構成部分｣－Bestandteilは「構成部分」または「成分」と訳す。

２）この括弧書きの部分の原文は不完全文章であるが，その言わんとするところ

は明白である。

３）「購買〔Kauf〕｣－明らかに「販売〔Verkauf〕」の誤記である。

４）このパラグラフのはじめから，左側にインクで（ジグザグの）縦線が引かれ

ており，それは草稿52ページの中ぱ（のちに注記する）まで続いている。

〔原文〕

Bemerkenwirhierwiedernebenbei：Wirfindenhierwieder，wie 

vorher，（|:sub：lBetrachtungdereinfachenReproduktion)，dassd 

UmsatzderverschiednenBestandtheiled・jahrlichenProdukts，．.ｈ、

ihreCirculation〔diezugleichWiederherstellungdKapitalbestandtheile

－ReproductiondCapitalsaufeinfacherod、erweiterterStufenleiter

u・zwardCapitalsinseinenverschiednenBestimmtheiten（Const，

variable,fix,circulirend,Geldkapital,WaarenkapitaDsein muss〕,ganz

Kapitals-

sichdurch 

ｗｉｅｗｉｒｓｕｂｌ）ｓａｈｎｚ・BbeiReproductiond・fixen

keineswegsblossenKaufvonWaarevoraussetzt，ｄｅｒ 

nachfolgendenVerkaufodVerkauf,dersichdurchnachfolgendenKauf 

erganzt，ｓｏｄａｓｓｉｎｆａｃｔｎｕｒＵｍｓａｔｚｖ、WaaregegenWaarestattfiinde，

ｗｉｅｄａｓｄＰｏｌｉｔ、Oekonomienamentlichdfreetradeeconomyseit

Physiocratenu.Ａ､Smithvoraussetzt・Ｗｉｒｓａｈｅｎｚ､ＢＤｂｅｉｄ・einfachen

Reproduction,dassd.’：periodische：lErneuerungdfixenBestandtheils 

ｚＢ.。､constantenCapitalsllc〔－(welchergesammteKapitall:werth:Ｉ
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ｓｉｃｈｕｍｓｅｔｚｔｉｎｌ:Elemente:’（v＋、)(1))，welchesimZwischenraum

zwischenersterErscheinungd，fixenKapitals，wtihrendseinerganzen 

Functionszeit,ｗｏｅｓｌ:ｎｏｃｈ：lnichterneuertwird,sondernindalten 

Formfortwirkt，ｗﾖhrendseinWerthsichallmiihligniederschliigtin 

Geld-〕voraussetztblossenKaufdesl:fixen:lTheilsvoncJI，der

sichausGeldforminNaturalformriickverwandelt，derentspricht 

blosserVerkaufv．、.(1)，andrerseitsblosserVerkaufv・CII，ｄｅｓ

fixenWerththeilsdesselben，dersichinGeldniederschldgt，dem 

entsprichtblosserKaufv.ｍ(1)．ＤａｍｉｔｓｉｃｈｈｉｅｒｄｅｒＵｍｓａｔｚｎｏｒｍａｌ 

ｖｏllziehe,vorausgesetzt,dassblosserKauf(seitenscll)dWerthumfang 

nach＝blossemVerkauf（seitenscll）ｕ・ebensodassdblosseVerkauf

von、(1)ａｎｃＩＩａ)＝seinemblossenKaufvoncllb)．Ebensohier：

dassderblosseKauf2）desschatzbildendenTheilsA,Ａ′ｉｎ、(1)im

GleichgewichtmitdemSchatzinElementezusatzlichenproductiveｎ 

KapitalsverwandelndenTheilsB，Ｂ'etc・ｉｎｍｌ．

1）このｚ､Ｂはいったん消されたのち，点線でふたたび生かされている。

2）Verkaufの誤記である。

購買のあとに販売が，また販売のあとに購買が同じ価値額で続いて行な

われるということによって均衡がつくりだされるかぎりでは，購買のさい

に貨幣を前貸しした側への，ふたたび買うまえにまず売ったほうの側への

貨幣の還流が行なわれる。しかし，商品転換そのもの－年間生産物のさ

まざまな部分のそれ－にかんする現実の均衡は，互いに転換される諸商

品の価値額が等しいということを条件とするのである。

〔原文〕

Ｓｏｗｅｉｔｄ・G1eichgewichtdadurchhergesteUt，dassaufKaufVerkauf

u・viceversazugleichemWerthbetragfolgt，findetRiickHussdGeldes

andSeitenstatt，dieesbeimKaufvorgeschossen,diezuerstverkauft 

haben，bevorsiewiederkauften・DwirklicheGleichgewichtmit
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Bezugaufd・Waarenumsatzselbst-d,verschiednenTheiledjiihrlichen

Produkts-aberbedingtdurchgleichenWerthbetragdergegeneinander 

umgesetztenWaaren． 

しかし，単に一方的な諸変態，すなわち一方では大量の単なる購買，他

方では大量の単なる販売が行なわれるかぎり－そしてすでに見たように

資本主義的な基礎の上での年間生産物の正常な転換はこれらの一方的な変

態を必然的にする－，均衡はただ，一方的な購買の価値額と一方的な販

売の価値額とが一致することが前提されている場合にしか存在しない。

商品生産が資本主義的生産の一般的形態だということは，貨幣が流通手段

としてだけでなく貨幣資本として資本主義的生産において演じる役割を含

んでいるのであり，またそのことは，単純な規模のであれ拡大された規模

のであれ再生産の正常な転換の，正常な経過の，この生産様式に特有な一

定の諸条件を生象だすのであるが，均衡は－この生産の形成は自然発生

的であるので－それ自身１つの偶然だから，それらの条件はそっくりそ

のまま，不正常な経過の諸条件に，恐慌《の諸可能性》Ｄに一転するので

ある。’

１）「の諸可能性｣－あとから書き力Ⅱえられている。ただし，その数語まえに

「諸可能性」と書いたのち消しており，はじめは「不正'常な経過の，恐'院の，

諸可能性，諸条件」となっていたと見られる。

〔原文〕

SoweitaberblosseinseitigeMetamorphosenstattfinden,Masseblosser 

Kdufeeinerseits，MasseblosserVerkiiufeandrerseits-u・wirhaben

gesehn,dassdnormaleUmsatzdjiihrlichenProductsaufkapitali‐ 

stischerGrundlagedieseeinseitigenMetamorphosenbedingt-Gleich‐ 

gewichtnurvorhanden，wennvorausgesetzt，dassWerthbetragd 

einseitigenKduｆｅｕ､WerthbetragdereinseitigenVerktiufesichdecken． 

－DassdWaarenproductiondieallgemeineFormdkapitalistischen 

ProductionschliessteindRolle，ｄｉｅｄａｓＧｅｌｄ，nichtnuralsCircu‐ 
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lationsmittel，sondernalsGeldkapitalinderselbenspieltu・erzeugt

gewissedieserProductionsweiseeigenthiimlicheBedingungendes 

normalenUmsatzes，dnormalenVerlaufsderReproduction，ｓｅｉｅｓ 

aufeinfacher，seiesauferweiterterStufenleiter,dieinebensoviele1） 

BedingungendanormalenVerlaufs，｜：M6glichkeitenvon2):IKrisen， 

umschlagen，dadGleichgewichtbeid，naturwiichsigenGestaltung 

dieserProduction-selbsteinZufallist.’ 

１）ここにM6glichkeitenと書いたのち，消している。

２）ｄｅｒを消してこの２語を挿入している。

’521同様にすでに見/tこことであるが，ｖ（１）とｃ（Ⅱ)のうちの対応する

価値額との転換のさい，たしかにｃ（Ⅱ)にとって最終的には，同じ価値額

の商品(vl)による商品(Ⅱ)の補填が行なわれるのであり，したがって資

本家Ⅱ）の側から見れば，この場合には自分の商品の販売があとから同じ

価値額の商品Ｉの購買によって補われる。このような補填（第１部を参照

せよ）がたしかに行なわれる。しかし，資本家ＩとⅡとの相互の商品のこ

の転換では，この両者による交換が行なわれるのではない。ｃ（Ⅱ)はその

商品をＩの労働者階級に売り，後者は前者に一方的に商品の買い手として

相対し，前者は後者に一方的に商品の売り手として相対する。ⅡｃはＩの

労働者階級から入手した貨幣を携えて，一方的に商品の買い手として資本

家Ｉに相対し，この後者は前者にｖ（１）について一方的に商品の売り手と

して相対する。ただこの商品販売によってのみ，Ｉ）は最終的に自分の可

変資本をふたたび貨幣形態で，貨幣資本の規定のもとに〔subspecie〕，再

生産するのである。資本Ｉ）は，Ⅱ）には（vlについて）一方的に商品の

売り手として相対するが，自分の労働者階級】)には彼らの労働力を買うと

ぎに一方的に商品の買い手として相対する。また，労働者階級Ｉは，資本

家Ⅱには一方的に商品の買い手として相対するが，資本家Ｉには一方的に

商品の売り壬として，つまり自分の労働力の売り手として，相対する。

1）「階級」に下線がないのは引き忘れであろう。
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〔原文〕

l521Wirhabenebensogesehn，ｄａｓｓｂｅｉｄＵｍｓａｔｚｖ(1)ｍｉｔｅｎｔ‐ 

sprechendemWerthbetragc(11）ｚｗａｒｆｃ(Ⅱ）schliesslichErsatzv・

Waare(11）durchgleichenWerthbetragv､Waare(vl）stattfindet，dass 

alsoseitensd・Capitalistenll）hierVerkaufdeignenWaarenach．

trtiglichsicherganztdurchKaufvonWaarelzumselbenWerthbetrag． 

DieserErsatz（ｃｆＢｕｃｈＩ）findetstatt；esfindetabernichtstatt 

AustauschseitensdKapitalistenlu・ＩＩｉｎｄｉｅｓｅｍＵｍｓａｔｚｉｈｒｅｒ

wechselseitigenWaaren.ｃ(Ⅱ）verkauftseineWareandArbeiterklasse 

vonＩ，dietrittihmeinseitigalsWaarenkiiufer,estrittihneneinseitig 

alsWaarenverkdufergegeniiber；mitdemvonihnengel6stenGeld 

trittclIeinseitigalsWaarenkiiuferdenKapitalistenlgegeniiber， 

ｄｉｅｓｅｉｈｍｐｒｏｖ(1)einseitigalsWaarenverkiiufer、Durchdiesen

Waarenverkaufreproducｉｒｔｌ）schliesslichnurseinvariablesKapital 

wiederinGeldform，subspeciedesGeldkapitals,TrittdKapitall） 

demII）einseitigalsWaarenverkaufergegenUber（provI)，soihrer 

ArbeiterklasseeinseitigalsWaarenkauferimAnkaufihrerArbeitskraft， 

u・trittdArbeiterklasseld､CapitalistenIIeinseitigalsWaarenkaufer

gegenUber，ｓｏｄＫａｐｉｔ・IeinseitigalsWaarenverktiufer，niimlichals

VerkiiuferihrerArbeitskraft． 

労働者階級Ｉによって労働力がたえず販売されるということ，〔Ｉの〕

可変資本部分が彼らの商品資本の１部分から貨幣資本へとlnl復されるこ

と，彼ら〔Ⅱ〕の不変資本の１部分が彼らの商品資本の１部分から彼らの不

変資本の自然形態へと補填されること，－これらは互いに条件となり合

っているが，しかし非常に複雑な過程によって媒介されるのであって，こ

の過程は実際には次の３つの互いにから承合いながら互いに独立に進行す

る流通過程を含んでいるのである。
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1）労働者（１）の側では，Ａ－ＧＤ（＝Ｗ－Ｇ)，賓本家Ｉへの彼らの労

働力の販売。Ｇ－Ｗ（資本家Ⅱの諸商品の購買。したがって，Ａ－Ｇ

（１）…Ｇ－Ｗ(Ⅱ)。結果一Ａ（労働力）を維持し，それをふたたび

商品として《労働》市場（１）で〔売ることができる〕。

2）資本家Ⅱ）の側では，Ｗ－Ｇ（労働者Ｉへの彼らの商品の販売）…

Ｇ－Ｗ（資本家Ｉの諸商品（vl）の購買)。結果~彼らの不変資本の

１部分の，現物形態への回復。

３）資本家Ｄの側では，Ｇ－Ａ（労働力Ｉの購買）－２)Ｗ－Ｇ（資本

家Ⅱへの彼らの商品の１部分の，すなわち労働者Ｉによって新たに創

造された（ｖ＋、）Ｉのうちのｖ部分の販売)。結果~彼らの可変資

本価値の，商品資本（１）の価値部分から可変貨幣資本としての回復。

過程そのもののもつこの複雑さが，そっくりそのまま，不正常な経過にき

っかけを与えるものとなるのである｡3)4）

１）「Ａ－Ｇ｣－既述のように，マルクスのこの草稿では，この種の定式におけ

る横線はすべて下方の並び線についている。たとえば，Ｇ－Ｗ…P…Ｗ－Ｇ′

ではなくて，Ｇ－Ｗ…Ｐ…Ｗ'－０である。

２）この実線は点線（…）であるべきところである。

３）５１ページの中ほどからここまで，左端に（ジグザグの）縦線が続いている。

４）このあとに，左端から中ほどまで，青鉛筆で横線が引かれている。

〔原文〕

Ｄ､fortwiihrendeVerkaufd・Arbeitskraftseite<ns〉dArbeiterklasse

l，dWiederherstellungdesvariablenKapitaltheilsausTheilihres 

WaarenkapitalsinGeldkapital，dErsatzeinesTheilsihresConstanten 

CapitalsausTheilihresWaarenkapitalsindNaturalformihrescon‐ 

stantenKapitals-bedingensichwechselseitig，werdenabervermittelt 

durcheinensehrcomplicirtenProcessderinfactsich3ineinander 

verschlingendeu・unabhiingigv・einandervorgehendeCirculationspro‐

cesseeinschliesst、

１）SeitensdArbeiter(1).Ａ－Ｇ（＝Ｗ－Ｇ),VerkaufihrerArbeits‐ 
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kraftandKapitall：Ｇ－Ｗ（Ｋａｕｆｄ，Waarend・Capitalistenll)．

ＡｌｓｏＡ－Ｇ(1)…Ｇ－Ｗ(11)．Resultat：Ａ（Arbeitskraft）erhalten， 

wiederalsWaareaufl:Arbeits:lMarkt(1)． 

2）SeitensderKapitalistenII)．Ｗ－Ｇ（VerkaufihrerWaarean 

Arbeiterl)…Ｇ－Ｗ（KaufdWaaren（vl)，Kapitalistenl<)>・

Resultat：WiederherstellungeinesTheilsihresconstantenKapitals 

inNaturalform． 

3）SeitensdKapitalistenI)．Ｇ－Ａ（Ｋａｕｆｄ・Arbeitskraftl)－１）

Ｗ－Ｇ（VerkaufeinesTheilsihres2）Waaren，desTheilsvvon 

dendurchdArbeiterlneugeschaffnen（v＋、）ＩａｎｄＫａｐｉｔａ‐

listennResultat:WiederherstellungihresvariablenKapitalwerths 

variablesGeldkapital． ausWerththeildWaarenkapitals(1)ａｌｓ 

Ｄ・ComplicirtheitdProcessesselbstbietet

anormalenVerlauf． 

ebensovieleAnliissezu 

1）この実線は点線（…）であるべきところである。

2）ihres-次の語のWaarenkapitalsをWaarenに修正したさいにihrerと修

正するのを忘れている。

剰余生産物一剰余価値の枢い千一は，それの取得者である資本家Ｉ

にとってはなんの費用もかからない。彼らはそれを手に入れるためにどん

な種類の貨幣も商品も前貸しする必要はない。彼らが前貸しする（すなわ

ち買う）ものは｛前貸（avance）は，重農学派の場合にそうであるよう

に，生産資本の諸要素に実現された価値の一般的形態である。労働者が支

払いを受けるのは，どんな事情のもとでも，彼の労働力がすでに生産過程

で働いたあと，つまりそれがすでに資本家のために商品に実現されたあと

でしかない。生産期間の長さや生産物の性質に応じて，商品の販売（これ

は注文《での生産》の場合には労働過程が始まる以前にすでに行なわれて

いることがありうる）は，労働者たち〔の労働〕がすでに完成生産物か未

完成生産物かに実現されてすでに支払われたのちに，長短さまざまの期間
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にわたって行なわれるのであるが，このことは，このような「前貸」の範

祷的規定をなにひとつ変えるものではない}Ｄ，彼らの不変資本と可変資本

でしかないのである。労働者は彼らのために自分の労働によって彼らの不

変資本を維持してやるだけではない。労働者は，彼らのために可変《資

本》価値を，それに相当する新たに創造され商品の形態にある価値部分に

よって補填してやるだけではない。自分の剰余労働によって，労働者は彼

らに，剰余生産物の形態で存在する剰余価値を引き渡すのである。この剰

余生産物を次々に売っていくことによって，資本家たちは蓄蔵貨幣，《迫

加的な》潜勢的貨幣資本を形成する。いまここで考察している場合には，

この剰余価値ははじめから生産手段の生産手段というかたちで存在してい

る。この剰余生産物は，Ｂ,Ｂ',Ｂ",《等を》（’）の手のなかではじめて

追加不変資本として機能する。しかしそれは，可能的には，それが売られ

る以前から，貨幣蓄蔵者Ａ,Ａ',Ａ"等々（１）の手のなかで追加不変資本

である。これは，’の側での《再》生産の価値の大きさだけを見るなら

ば，単純再生産の限界の内部でのことである。というのは，この可能的な

追加不変資本（剰余生産物）を創造するのに追加資本が動かされたわけで

もなく，また単純再生産の基礎の上で支出されたのよりも大きい剰余労働

が支出されたわけでもないからである｡2)ll531違う点は，ここではただ，

充用される剰余労働の形態だけであり，その特殊的な役立ち方の具体的な

性質だけである。この剰余労働は，Ⅱのために機能すべき，またそこでｃ

Ⅱ）となるべき生産手段の生産にではなくて，生産手段（１）の生産手段に

支出されたのである。｛単純再生産の場合には，剰余価値Ｉの全部が収入

として支出され，したがって商品Ⅱに支出されるということが前提され

た。したがって剰余価値Ｉはこの場合には，ｃⅡ）をその現物形態でふた

たび補填すべき生産手段だけから成っている｡3）ところで，Ｉのある種の

生産諸部門の生産物は，生産手段としてⅡにはいるのではなく，Ｉそれ自

身のなかでのみふたたび生産手段として役立つことができるものである。

これらの部門の生産物は，価値から見れば他のあらゆる部門の生産物と同

様にc＋ｖ＋ｍに分解されることができる。では，追加不変資本Ｉのために
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素材を提供することのない単純再生産を前提した場合に，このｍはどうい

うことになるのだろうか？これはＩのもとで，単純再生産のところで考

察すべきことである。〔｝〕

１）この｛｝（原文では角括弧）のなかに書かれている部分の左側にはインク

による縦線があり，さらにその左側に赤鉛筆による縦線がある。

２）ここで草稲の52ページが終わるが，ちょうど右端まで､書かれており，次ペー

ジの冒頭が改行となるかどうかは形式的には判断できない。エンゲルスは改行

していないので，それに従う。

３）この一文の左側には縦線が引かれている．その末尾に区切りのしるしをつけ

たあと，さらにこのペラグラフの末尾まで縦線が引かれている。

〔原文〕

Ｄ・Mehrproduct-dTriigerdMehrwerths-kostetdAneignern

desselben，dCapitalistenl，Nichts・SiehabeninkeinerArtGeld

od・Waarevorzuschiessen，umeszuerhaltenWassievorschiessen

（i､e・kaufen）〔Vorschuss（avance）wiebeidPhysiokratendie

allgemeineFormvonWerthverwirklichtinElementenvonProduk‐ 

tivemKapitaLD・ArbeiterwirdunterallenUmstiindennurbezahlt，

nachdemseinArbeitskraftbereitsinProductionsprocessgewirkthat， 

nachdemsiesichalsobereitsverwirklichthatinWaarenfiird・Ka-

pitalisten・Ｄａｓｓｊｅｎａｃｈｄ・DauerderProductionsperiodeu・dNatur

dProductsderVerkaufderWaare（ｅｒｋａｎｎｂｅｉｌ：Productionauf：’ 

OrdresschonstattgefundenhabenbevordArbeitsprocessbeginnt） 

kiirzerodliingernachbereitsinfertigenodunfertigenProduct 

verwirklichteru・bereitsbezahlterArbeiterstattfindet，ｄｎｄｅｒｔａｎ

dieserkategorischenBestimmungｄｅｓ,,Vorschusses“nichts〕istnichts

alsihrconstantesu・variablesKapitaLDerArbeitererhiiltihnen

nichtnurdurchseineArbeitihrconstantesKapital，erersetztihnen 

nichtnurdurchDdvariablenl：Kapital：lWerthdurcheinenentspre‐ 

chendenneugeschaffnenWerththeiｌｉｎＦｏｒｍｖ・Waare；durchseine

Mehrabeitlieferterihｎｅｎｅｉｎ<en>2）ｉｎＦｏｒｍｖ・Mehrproductexi‐



５６「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（上）

stirendenMehrwerthDurchdensuccessivenVerkaufdesselbenbil‐ 

ｄｅｎｓｉｅｄ、Schatz，｜：additionell：lpotentiellesGeldkapitaLImhier

betrachtetenFallexistirtdieserMehrwerthvonvornhereininPro‐ 

ductionsmittelnv・Productionsmitteln、ＥｒｓｔｉｎｄｅｒＨａｎｄｖｏｎＢ，Ｂ'，

Ｂ〃｜：etc.：'（１）functionirtdiesesMehrproduktalsadditionellescon‐

stantesKapital，aberesistdiesvirtualiter，bevoresverkauftist，ｉｎ 

derHandderSchatzbildnerA，Ａ'，Ａ〃etc.(1)．Ｅｓｉｓｔｄｉｅｓ，wenn

wirblossdWerthumfangderl：Ｒｅ：lProduktionseitenslbetrachten， 

innerhalbdGrenzendereinfachenReproduktion,dennkeinzustitzliches 

KapitalistinBewegunggesetztwordenumdiesvirtualiteradditionelle 

constanteKapital（dMehrproduct）zuschaffen,auchkeinegrossere 
●■ 

Mehrarbeit， alsdieaufGrundlagedereinfachenReproductionveraus‐ 

DerUnterschiedliegthiernurinderFormderangewandten gabtell531 

Mehrabeit，derkonkretenNaturihrerbesondrenniitzlichenWeise． 

SieistverausgabtwordeninProductionsmittelnv・Productionsmitteln

(1)，stattinProduktionv・Productionsmitteln,diefunktionirensollen

fiirlIu・dortcll）bilden．〔BeideinfachenReproductionwurde

vorausgesetzt,dassdganzeMehrwerthlverausgabtwirdalsRevenue， 

alsoinWaarenll;ｅｒｂｅｓｔｅｈｔｈｉｅｒａｌｓｏｈｉｅｒｎｕｒａｕｓＰｒｏductionsmitteln， 

diecII）inseinerNaturalformwiederzuersetzenhaben・Nungehn

dProductegewisserProductionszweigev､InichtalsProductionsmittel 

inIIein，sondernk6nnennurwiederdienenalsProduktionsmittel 

inlselbst・DasProductdieserZweigedemWerthnach，wiedas

jedesandernZweigeszerfallbarinｃ＋ｖ＋ｍ・Waswirdalsoausdiesem

mbeiVoraussetzungdeinfachenReproduction，ｄｉｅｎｉｃｈｔｄＳｔｏｆＩ 

liefertfiiradditionellesconstantesCapitalI？Ｄｉｅｓｚｕｂｅｔｒａｃｈｔｅｎｓｕｂ 

ｌｂｅｉｄ・einfachenReproduktion.<〕〉

１）このdurchは消し忘れであろう。赤鉛筆で消されている。

２）このｅｉｎはeinliefernの前線と読むこともできるかもしれないが，エンゲル
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スが訂正しているようにeinenの誤記なのであろう。

したがって，単純再生産一《たんに》価値の大きさ《だけ》から見れ

ば－の内部で，拡大された規模での再生産の，現実の資本蓄積の，物質

的士台〔Substrat〕が生産されるということになる。それはまさにとりも

なおさず（当面の場合には)，《直接に》生産手段の生産に支出された剰余

労働Ｉ，すなわち可能的剰余不変資本の創造に支出された，労働者階級

（１）の剰余労働である。だから，ＩのＡ,Ａ'，Ａ"’等々の側での可能的な

新追加貨幣資本の形成一資本家が《まったく》貨幣を支出することなし

に形成された彼らの剰余生産物を次々に売っていくことによっての－

は，生産手段（１）の追加的生産の単なる貨幣形態なのである。

〔原文〕

Esfolgtalso，dassinnerhalbdeinfachenReproduktion-l：bloss：’ 

demWerthumfangnachbetrachtet-d、materielleSubstratderRepro‐

ductionauferweiterterStufenleiter,dwirklichenKapitalaccumulation， 

producirtwirdEsistganzDeinfach（imvorliegendencasus）｜:direkt:l 

inProductionv・ProductionsmittelnverausgabteMehrarbeitl，ｉｎ

Sch6pfungv・virtuellensurplusconstantenKapitallverausgabte

MehrarbeitdArbeiterklasse(1)．DieBildungv・virtuellenneuen

zusatzlichenGeldkapitalseitenｓＡ，Ａ'，Ａ〃etc・I-durchsuccessiven

VerkaufihresMehrprodukts，ｄａｓｏｈｎｅｌ：ａｌｌｅ：lkapitalistischeGeld-

ausgabegebildet-istalsodblosseGeldformadditionellerproduction 

v・Productionsmitteln(1)．

Ｄｇａｎｚ－この語は抹消されているが，点線による下線でふたたび生かされて

いるようである。

したがって，可能的追加貨幣資本の生産は，ここでは｛追加貨幣資本

I土，あとで見るように，まったく別の仕方でも形成されうる}')，生産過程

そのものの１現象，すなわち生産資本の一定の形態の，あるいは実体的に

言えば〔realiter〕それの諸要素の一定の形態の生産という現象のほかには
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なにも表現していない。

１）この（｝のなかの部分の左側にはインクで縦線が引かれている。

〔原文〕

Productionv・virtuelladditionellenGeldkapitaldriicktalsohier

〔additionellesGeldkapitalkannwiewirspatersehenwerden,ｓｉｃｈ

auchganzandersbilden〕nichtsausalseinPhtinomend・Productions．

processesselbst，ProductioneinerbestimmtenFormv，Productivem 

Capitalod・realiterdessenElementen．

したがって，《可能的》追加貨幣資本の大規模な生産一流通表面

〔CirculationsperiPherie〕の多数の点での－は，可能的追加生産盗本の多

方面での生産の結果かつ表現にほかならないのであって，この可能的追加

生産資本の成立そのものは産業資本家の側からの「追加」貨幣支出を少し

も前提していない。

〔原文〕

ProductionaufgrosserStufenleitｅｒｖｏｎｌ：virtuell：ladditionellem 

Geldkapital-aufzahlreichenPunktenderCirculationsperipherie-isｔ 

alsonichtsalsResultatu、AusdruckvielseitigerProductionｖｏｎｖｉｒ‐

tuellzusatzlichemproductivemKapital，dessenEntstehungselbst 

keine，,zustitzlichen`‘GeldausgabenseitensdindustriellenKapitalisten 

voraussetzt． 

この可能的追加生産資本がＩのＡ,Ａ',Ａ"’等々の側で次々に可能的

貨幣資本（蓄蔵貨幣）に転化していくということは，彼らの剰余生産物が

次々に売れていくこと，つまり購買によって補足されない一方的な商品の

販売が次々に行なわれることを条件とするのであって，このような転化

Iま，流通から次☆と貨幣が引きあげられそれに応じて蓄蔵貨幣が形成され

ることによって行なわれるのである。この貨幣は－金生産者が買い手で

ある場合は別として－けっして貴金属の富の追加を前提しておらず，た
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だ，通流のなかにある貨幣の機能の変化を前提するだけである。それＩま，

さっきまでは流通手段として機能していたが，いまでは蓄蔵貨幣として，

可能的には形成されつつある新貨幣資本として，機能する。だから，追加

貨幣資本の形成と一国にある貴金属の量とはけっして互いに因果関係にあ

るものではないのである。

〔原文〕

ＤｉｅsuccessiveVerwandlungdiesesvirtuellzusiitzlichenproductiven 

KapitalsinvirtuellesGeldkapita１（Schatz）seitensA,Ａ',Ａ〃etc、Ｉ，

diedurchdensuccessivenVerkaufihresMehrporoduktsbedingtist， 

alsodurchsuccessiveneinseitigenWaarenverkaufohneerganzenden 
●● 

Kauf，vollziehtsichinsuccessiverEntziehungvonGeldausder 

Circulationuihrentsprechend SchatzbildungDasGeld-exceptd、

Kiiufer-unterstelltinkeinerWeisｅ Fall，wodGoldproducentder 

zusiitzliche<n〉 edlenMetallreichtumPsondernｎｕｒＹｇ１２ｉｍｄｅｪteFunktion 

voninUmlaufbefindlichem GeldEbenfunctionirteesalsCircu‐ 
曰￣

esalsSchatz，virtuellsichbildendem lationsmitteLjetztfunktionirt 

neuem1）GeldkapitaLBildungv・zusiitzlichemGeldkapitalu・Masse

desineinemLandbefindlichenedlenMetallestehnalsoinkeiner 

ursachlichenVerbindungmiteinander、

Dbildendemneuem-bildendesneuesとあるべきところである。

そこから，さらに次のことが出てくる。すなわち，一国内で、－ここ

ではＩ）のもとで－機能している生産資本（それに合体された労働力を

含めて，というのは，それは剰余生産物の創り手，剰余労働の創り手であ

るから）がすでに大きければ大きいほど，また労働の生産力が発展してお

り，したがってまた生産手段の生産の急速な拡張のための技術的な手段が

発達していればいるほど－それゆえ剰余生産物の量も（価値《から見て》

もこの価値を表わす使用価値の量《から見て》も）大きければ大きいほ

ど－，それだけまた，１）可能的追加生産資本(Ａ,Ａ',Ａ"’等々Ｉの手の
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なかで剰余生産物の形態にある）も大きいのであり，また，２）貨幣に転

化した剰余生産物つまり可能的追加貨幣資本（Ａ,Ａ',Ａ〃（１）の手のなか

にある○〕の量もそれだけ大きい，ということである。（だからたとえ

ばフラートンが，普通の意味での過剰生産についてはなにも知ろうとした

いのに，資本の，つまりは貨幣資本の過剰生産については知ろうとしてい

るのは，これもまた，最良のブルジョア経済学者たちでさえも彼らの制度

の機構をまったくわずかしか理解していないことを証明しているのであ

る｡}2）

１）「－国内で」の「国」の下には下線がないが，引き忘れであろう。

２）この（｝のなかに書かれている部分の左側にはインクで縦線が引かれてい

る。

〔原文〕

Esfolgtdaherferner：Jegr6sserbereitsdasineinemLand-hier 

subl)－funktionirendeproductiveCapital（eingerechnetdieihm 

incorporirteArbeitskraft，da1）derZeugnerdMehrproductsd・

Mehrarbeit)，jeentwickelterdProductivkraftd・Arbeitu、damit

auchdtechnischenMittelrascherAusweitungderProductionv， 

Productionsmitteln-jegr6sserdaｈｅｒａｕｃｈｄＭａｓｓｅｄ・Mehrproducts

(|:ｎａｃｈ:ｌＷｅｒｔｈｕ､dMassedGebrauchswertheworinersichdarge‐ 

stellt)－destogrosserl）dvirtuellzusatzlicheproductiveKapital(iｎ 

ｄＦｏｒｍｖ・Mehrproduktind､Ｈａｎｄｖ.Ａ，Ａ'，Ａ〃etc．Ｉ）ｕ､２）ｄ、

MassediesesinGeldverwandeltenMehrproducts，alsodvirtuell 

additionellesGeldkapitals（ｉｎＨﾖndenv．Ａ，Ａ',Ａ〃（１）〈)>・〔Wenn

alsoFullartonz・Ｂｎｉｃｈｔｓｖ・dUeberproductionimgew6hnlichen

Sinnwissenwill，wohlabervonUeberproductionv・Kapita１，ｍｍ．

Geldkapital，sobeweistdieswieder,wieabsolutwenigselbstdbesten 

biirgerlichenOekonomenvomMechanismusihresSystemsverstehen.〕

1）ｄａ－ｄｅｎのようにも見えるが，それでは意味が取りにくいので，。ａと読ん

でおく。
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注意せよ。－資本家Ｉによって直接に生産され取得される乗り余生産物

は，１５４１現実の資本蓄積の，すなわち拡大された規模での再生産の実体的

な基礎〔dierealeBasis〕である－それは実際にはＢ,Ｂ,Ｂ"’等々の

手のなかではじめて《かかるものとして》機能する－が，他方では逆

貨幣という蝿になっている状態では－蓄蔵貨幣としては，に，それは，

そしてたんに，次々と形成されていく可能的貨幣資本としては－絶対的

に不生産的なものであって，この形態で生産過程に並行はするが，しかし

生産過程の外部に横たわっている。それは資本主義的生産の自重（dead

weight)である。｛可能的貨幣資本として積糸立てられているこの剰余価値

を利潤のためにも「収入」のためにも使用できるものにしようという病的

欲求は，信用制度と「有価証券」とにその努力の目標を見いだす。これら

のものによって貨幣資本は，別の形態で，資本主義的生産体制の経過と発

展とに，まことに巨大な影響を与えることになるのである。〔｝〕，

１）この（）のなかに書かれている部分の左側にはインクで縦線が引かれてい

る。

〔原文〕

Notabene：WenndMehrproduct，directproducirtu・aneignetdurch

dCapitalistenI,dierealeBasisll541derwirklichenKapitalaccumu‐ 

lation，ｄ､ｈｄ・ReproductionauferweiterterStufenleiterist,－func‐

tionirtdasactuellerstl：alssolches：ｌｉｎｄＨｄｎｄｅｎｖ.Ｂ，Ｂ',Ｂ''etc． 

(1)－，soistesdagegeninseinerGeldverpuppung-alsSchatzubloss 

sichsuccessivebildendesvirtuellesGeldkapital-absolutunproductiv， 

lauftdProductionsprocessindieserFormparallel，liegtaberausser‐ 

halbdesselben，EsisteinBleigewicht（deadweight）derkapitali‐ 

stischenProduction.〔DieSucht,diesenalsvirtuellesGeldkapitalｓｉｃｈ

aufschatzendenMehrwerthsowohlzumProfitalszur,,Revenue“brauch‐ 

barzumachenfindetinCreditssystｅｍｕ・die'），,Papieren“dasZiel

seinesStrebens・DasGeldkapitalerhtiltdadurchineinerandern

FormdenormstenEinHuｓｓａｕｆｄＶｅｒｌａｕｆｕ．ｄ・Entwicklungd．
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kapitalist・Productionssystems.〈〕〉

Ｄｄｉｅ－ｄｅｎとあるべきところである。

一方では，すでに機能している資本の大きさは｛それゆえこの大きさに

対応する，可能的貨幣資本に転換された剰余生産物の相対的な大きさは｝

次のことを前提する。すなわち，すでに機能している資本の規模の拡大

I土，同時にまた，可能的貨幣資本の規模の現実の拡大を要求するというこ

と，したがって，絶対的に《はるかに》より大きな量の可能的貨幣資本が

貨幣の11iiiという《転化された》状態にはいりこんだままでいるということ

である。

〔原文〕

EinerseitssetztdGr6ssed､bereitsfunktionirendenKapitals〔hence

d・entsprechenderelativeGr6ssedinvirtuellesGeldkapitalumge-

setztenMehrprodukts〕voraus,dassdErweiterungseinerStufenleiter

aberauchrealerweitertenUmfａｎｇｖ・virtuellenGeldkapitalerheischt，

alsoabsolutｌ：viel：lgr6ssereMassenv・virtuellenGeldkapitalim

l：vergewandelten：｜ZustanddGeldverpuppungverharre､． 

他方では，年間に再生産される可能的貨幣資本《の大きさ》が絶対的に

増大する場合には，同時にまたその分割もそれだけ容易になる。すなわ

ち，同じ資本家《の手によって》（追加の新辮業に投下される）にせよ，

別のいくつかの手（家族成員，等々）によってにせよ，それだけ速く新た

な資本として投下されるのである。ここで貨幣資本の分割というのは，ま

ったく切り離されて新たな《(貨幣)》資本として新たな《独立した》事業

で投下されることを意味している｡、

１）ページの右端までいつぱいに書かれている。したがって次行が改行となるの

かどうかは判断がむずかしいが，次行の頭がこの行よりもちょっと左に出てい

るので，エンゲルス版と同じく改行とゑておく。なお，エンゲルスの原稿で

は，はじめ改行しないで書いたものにあとから改行の指示を加えている。
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〔原文〕

AndrerseitsBeid､absolutenVergr6sserungdl:Umfangs:ljiihrlichen 

reproducirtenvirtuellenGeldkapitals，istaberauchdessenSegmenta‐ 

tionleichter,ｉ・edassesrascheralsneuesKapitalsｅｉｅｓｌ：ｉｎＨａｎｄ:’

desselbenKapitalisten（inzustitzlichemneuemGeschiiftangelegt） 

angelegtwird，ｓｅｉｅｓｉｎａｎｄｒｅｎＨｉｉｎｄｅｎ（Familiengliedernetc.)． 

Segmentationv、Geldkapitalmeinthier，dassganzlosgetrenntwird，

l：ｕｍ:Ialsneuesl:(Geld):lCapitalinneueml:selbsttindigem：lGeschaft 

angelegtzuwerden． 

剰余生産物の光り手であるＡ,Ａ'，Ａ"’等々（１）に《とって》は，この

剰余生産物は生産過程の直接の結果であって，この生産過程は単純再生産

の場合にも必要な，不変資本と可変資本との前貸のほかにはなにも流通行

為を前提したいのであり，さらに彼らは，拡大された規模での再生産の
－ 

実体的基礎〔dierealeBasis〕を供給し，事実上，可能的追加不変資本を

つくりだすのであるが，これにたいしてＢ,Ｂ',Ｂ〃（Ｄは違った事情にあ

る。１）彼らの手によってはじめて，Ａ,Ａ',Ａ"’等々（１）の剰余生産物

は実際に追加不変資本（というのは，さしあたり，生産資本の他方の要素

である追加労働力，したがって追加可変資本のほうはまだ考慮の外におい

ているからである)Ｄとして機能する。２）だが，この剰余生産物が彼ら

の手にはいってくるためには，流通行為が必要なのであって，彼らはこの

剰余生産物を買わなければならない。

ｌ）この｛）のなかに書かれている部分の左側にはインクで縦線が引かれてい

る。

〔原文〕

Ｗｅｎｎｌ：fur：｜ｄ・VerkiiuferdMehrproduktsA，Ａ'，Ａ〃etc.（１）

selbesdirectesErgebnissdesProductionsprocessesist，derausserdem 

auchbeieinfacherReproductionerheischtenVorschussinconstantem 

u・variabLKapital,keineweitere<n〉Circulationsaktevoraussetzt,ｗｅｎｎ
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siefernerdrealeBasisderReproductionauferweiterterStufenleiter 

liefern，indThatvirtuellzusiitzlichesconstantesKapitalfabriciren， 

sodagegendieB,Ｂ',Ｂ〃（１）verhaltensichdifferently：１）erstin

ihrerHandwirddasMehrprodｕｋｔｄｅｒＡ，Ａ'，Ａ〃etc.（１）actuell

funktionirenalszusiitzlichesconstantesKapital〔daabereinstweilen

nochausserAchtlassendandreEleｍｅｎｔ。、productivenKapitals，d

zusatzlicheArbeitskraft，ｈｅｎｃｅｄ・zusiitzlichevariableKapital〕；２）

Circulationsakterfordert， aber，ｄａｍｉｔｅｓｉｎｉｈｒｅＨｄｎｄｅｋｏｍｍｅ,istein 

siehabend・Mehrproduktzukaufen．

１）についてここで言っておかなければならないのは，Ａ’等々（１）に

よって生産される剰余生産物（可能的追加不変資本Ｏ〕の－大部分は，

今年生産されても来年（またはもっとあとで）はじめて実際にＢ，等☆

（１）の手で産業資本として機能することができる，ということである。

２）については，この流通過程のために必要な貨幣はどこからやってくる

のか？が問題になる。

〔原文〕

Ａｄｌ）isthieraufzubesprechen-woraufspiitereinzugehn-dass 

eingrosserTheildesMehrproducts（virtuellenzusdtzlichenconstanten 

Kapitals<）〉producirtdurchAetc.（１）indiesemJahrproducirt,erst

imniichstenJahr（odnochspater）actuellind・HandenvonBetc．

(1)alsindustriellesKapitalfunktionirenkann;Ｄａｄ２）fragtsich,ｗｏ 

kommtdaszudCirculationsprocessn6thigeGeldher？ 

１）原文ではここで改行されているが，しかしこの文の末尾はセミコロンであ

り，また次行の最初の字母が小文字になっているので，改行されていないもの

と承なしておく。

Ｂ,Ｂ',Ｂ"，等を（１）の生産する諸商品（生産物）がそれ自身ふたたび

現物のままで彼らの生産過程にはいるかぎりでは，その分だけ彼ら自身の
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剰余生産物の１部分が直接lこ(流通過程による媒介なしに)彼らの生産資本

に移され，またここでは不変資本の追加要素としてはいることは自明であ

る。しかしまた，そのかぎりでは，彼らはＡ,Ａ'’等々（１）の剰余生産物

を貨幣化する立場にはないわけである。

〔原文〕

SoweitdWaaren（Producte）ｄｉｅＢ，Ｂ'，Ｂ〃etc.（１）produciren，

selbstwiederinnaturainihrenProductionsprocesseingehn，versteht 

ｅｓｓｉｃｈｖ・selbst，dassprotantoeinTheilihreseignenMehrproducts

direct（ohneVermittlungdurchCirculationsprocess）iibertragenwird 

inihrproductivesKapitalu・hieralsadditionellesElementdcon‐

stantenCapitalseingeht・ＰｒｏｔａｎｔｏｓｍｄｓｉｅａｂｅｒａｕｃｈｋｅｉｎｅＶｅｒ‐

golderdMehrproductsvonA,Ａ',etc.(1)． 

それはさておき，あの貨幣はどこからやってくるのか？知ってのとお

り，彼らは各自の剰余生産物を売ることによって，Ａ，Ａ'，等台と同様に

自分の蓄蔵貨幣を形成してきたのだが，いまや彼らは目標点に，つまり蓄

蔵貨幣として積承立てられた《たんに》可能的な追加貨幣資本がいよいよ

実際に追加貨幣資本として機能するという目標点に達したのだ。しかし，

これでは，ただぐるぐる回りをしているだけである。いま，Ａたち（１）が

貨幣を流通から引きあげ，そのかわりに諸商品を流通に投げ入れる。Ｂた

ち（１）がそれを引き継いで，今度は彼らが，貨幣を流通に投げ入れて，彼

らの商品を引きあげる。これではわれわれは，ただ，Ｂたち（１）が以前に

引きあげた貨幣がどこからやってくるのか，という問題にたち至るだけで

ある。

〔原文〕

Hiervonabgesehn，ｗｏｋｏｍｍｔｄＧｅｌｄｈｅｒ？Wirwissen，dasssie 

ihrenSchatzwieA，Ａ′etc・gebildet，durchVerkaufihrerrespectiven

Mehrproducte，abernunansZielgelangtsind，woihrvirtuelleDals 
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Schatzaufgehauftesl：ｎｕｒ：lvirtuelleszusiitzlichesGeldkapitalnun 

effectivealszustitzlichesGeldkapitalfunktionirt・Aberdamitdrehen

ｗｉｒｕｎｓｎｕｒｉｍＺｉｒｋｅＬＤｉｅＡ's(1)entziehnjetztGelddCirculation 

u、werfendafiirWaareninsiehinein・ＤｉｅＢ'ｓ（１）thatendasweiter，

u､werfenjetztGeldinsiehinein,ｕｍｉｈｒＷａａｒｅｚｕｅｎｔｚｉｅｈｎＤａｍｉｔ 

ｋｏｍｍｅｎｗｉｒｎｕｒａｕｆｄ､Frage,ｗｏｄＧｅｌｄｈｅｒｋｏｍｍｅｎ,ｄａｓｄ.Ｂ's(1) 

friiherentzogen？ 

１）このvirtuelleは消し忘れであろう。鉛筆で抹消されている。

けれども，われわれがすでに単純再生産の考察から知っているように，

ＩとⅡとの資本家たちの剰余価値（ないし剰余生産物）を転換するために

は，彼らの手中に，ある量の貨幣がなければならない。以前の場合には，

収入への支出，消費手段への支出に役だっただけの貨幣が，資本家たちが

各自の商品の転換のために前貸しした度合いに応じて，彼らのもとに帰っ

てきた。今度も同じ貨幣がふたたび現われるのであるが，しかし今度は

その機能が違っている。ＡたちとＢたちとは（１），剰余生産物を追加的な

可能的貨幣資本に転化するための貨幣をかわるがわる供給しあうのであ
－－－￣ 

り，また，新たに形成された貨幣資本を購買手段としてかわるがわる流通

に投げ返すのである。

〔原文〕

Wirwissenjedochschonausd・BetrachtungdeinfachenRepro‐

duction，dasssicheinegewisseGeldmasseinHtindendKapitalisten 

Iullbefindenmuss，umihrenMehrwerth（respMehrproduct） 

umzusetzenDortkehrtedasGeld，dasnurzuspendinginrevenue， 

VerausgabunginConsumtionsmitteldiente，zudKapitalistenzuriick 

imMaasswiesieesvorgeschossenzumUmsatzihrerrespectiven 

Waaren；hiererscheintdasselbeGeldwieder，abermitveriinderter 

Funktion､ＤｉｅＡ'ｓｕ.．.Ｂ's(1)liefernsichabwechselndd・Ｇｅｌｄｚｕｒ
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Verwandlungv・MehrproductinzusiitzlichesvirtuellesGeldkapitalu、

werfenabwechselnddneugebildeteGeldkapitalalsKaufmittelind． 

Circulationzuriick． 

ここで前提されているただ１つのことは，国内に存在する貨幣量だけで

（通流速度，等々は前提されている）貨幣蓄蔵のためにも実際の流通のた

めにも十分だということである，－これは，I551すでに見たような，単

純な商品流通の場合にも充たされていなければならない前提と同じもので

ある。ここで違っているのは蓄蔵貨幣の機能だけである。ただし，現存貨

幣量が以前よりも大きくなければならない。なぜならば，１）資本主義的

生産ではすべての生産物が｛広汎なＤ例外はあるが｝商品として生産さ

れ，したがって貨幣への蛎化を経なければならないからである。２）資本

主義的生産の基礎の上では，商品資本の量もその2)価値の大きさも，絶対

的により大きいだけではなくて，はるかに大きな速度で増大するからであ

る。３）ますます膨張する可変資本がたえず貨幣資本に転換されなければ

ならないからである。４）生産の拡大に歩調を合わせて新たな貨幣資本の

形成が進行するので，これらの資本の蓄蔵貨幣形態のための材料も存在し

なければならないからである。このことは，信用制度でさえも金属を主と

する流通を伴っているような，資本主義的生産の第１段階にはそっくりそ

のままあてはまるのであるが，それは信用制度の最も発達した段階にさ

え，ここでも信用制度の基礎は相変らず金属流通であるので，そのかぎり

であてはまるのである。このあとのほうの場合には，一方では追加的金生

産（貴金属の生産）が，それが交互に豊かになったり乏しくなったりする

かぎり，かなり長い期間についてばかりでなく非常に短い期間のうちにも

諸商品の価格に撹乱的な影響を及ぼすことがありうる。他方では全信用機

構が，あらゆる種類の操作や方法や技術的設備によって，現実の金属流通

を（相対的に）たえず増大していく3)最少限度に制限することにたえず努

めている。－それと同時に，全機構の精巧さも，またそれがいっそう大
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きな危険にさらされることも，ともに手を携えて進んでいくのである。

１）「広汎な｣－原語はerweitertとしか読めないので，こう訳しておく。

２）「その｣－原語は明らかにderselbenであり，このままでは「その」は「商

品資本の量の」ということになるが，ここはおそらくdesselbenとあるべきと

ころ，つまり「その」は「商品資本の」の意味なのであろう。

３）「増大していく｣－原語はwachsendとしか読めないように思われる。エン

ゲルス版では，abnehmend（減少していく）となっている。

〔原文〕

DasEinzige，washierbeivorausgesetztist，ｉｓｔｄａｓｓｄ・imLand

befindlicheGeldmasse（Umlaufsgeschwindigkeitetc・vorausgesetzt）

hinreichtsowohlfiirSchatzbildungalsaktiveCirculation-selbe 

Voraussetzungll551die,wiewirsahen，auchbeieinfacherWaaren‐ 

circulationerfUlltseinmuss・BlosdFunktiond・Schiitzeisthier

verschieden・BlosmussdvorhandneGeldmassegrossersein，１）weil

beidkapitalistischenProductionallesProduct〔miterweiterter

Ausnahme〕alsWaareproducirtwird,alsoGeldverpuppungdurchma‐

chenmuss；２）aufBasisderselbenMassed,Waarenkapitalsu､Werth 

umfangderselbennichtnurabsolutgr6sser，sondernmitungleich 

gr6sserGeschwindigkeitwtichst;３）einimmerausgedehnteresvariables 

KapitalstetsinGeldkapitalsichumsetzenmuss;４）mitdErweiterung 

derProductiondieBildungneuerGeldkapitalienSchritthtilt，alsod 

MaterialfUrihreSchatzform，ｄａｓｅｉｎｍｕｓｓ.－Giltdiesschlechthin 

fiird・erstePhased・kapitaLProduction，ｗｏｓｅｌｂｓｔｄ・Creditsystem

vonvorzugsweismetaUischerCirculationbegleitetist，ｓｏｇｉｌｔｅｓ 

ｓｅｌｂｓｔｓｏｗｅｉｔｆｉｉｒｄ・entwickeltstePhasedCreditSystems，ｄａｄｅｓｓｅｎ

Ｂａｓｉｓｄ・Metallcirculationbleibt・Einerseitsk6nnenhieradditionellｅ

Goldproduction（ProductiondedlenMetalle)，soweitsiereichlich 

od・spiirlichabwechselnd，st6rendePreiseinHUsseaufWaarenpro‐

duciren，nichtnurinliingren，sonderninnerhalbsehrkurzerPerioden； 
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andrerseitsistderganzeCreditmechanismusbestandigdamitbeschaf‐ 

tigt，ｄ・wirklicheMetallcirculationdurchallerhandOperationen,，

Methoden,technischeEinrichtung,ａｕｆｅｉｎ（relativ）stetswachsendes 

Minimumzubeschriinken-womitauchd、Kiinstlichkeitd・ganzen

Maschinerieu・dAussetzunggrosseresGeftihrdungderselbenHand

inHandgehn、

１）ここにはセミコロンと短いダッシュとが重なってある。セミコロンを横棒で

消してコンマに修正したものとして，エンゲルス版どおりコンマにしておく。

さまざまな立場にあるＢ,Ｂ',Ｂ"'等々（１）の可能的な《新》貨幣資本

が実際の貨幣資本として働き始めると，彼らが彼らの生産物（彼らの剰余

生産物の諸部分）を互いに買い合いまた売り合わなければならないことも

ありうる。そのかざりでは，剰余生産物の流通に前貸しされた貨幣は－

正常な経過の場合には－，さまざまな立場にあるＢたち（１）がそのよう

な貨幣を各自の商品の流通のために前貸ししたのと同じ割合で，彼らのも

とに還流するのである。｛この場合，貨幣が支払手段として流通するのな

ら，相互の売買が一致しないかぎりでその差額だけが支払われればよい。

しかし，どこででもまず最初に，最も簡単な形態（最も本源的な形態）で

の金属流通を前提することが重要である。なぜならば，そうすることによ

って，流出や還流や差額決済など，要するに信用制度のもとで意識的に

規制されるもろもろの経過として現われるすべての契機が，信用制度から

独立に存在するものとして現われる〔sichdarstellen〕からであり，事柄
一一一一

が，反省された形態で現われる以前に自然発生的な形態で現われるからで

ある。〔)〕，

１）この｛）のなかに書かれている部分の左側にはインクで縦線が引かれてい

る。

〔原文〕

Esk6nnendverschiednenB，Ｂ'，Ｂ'’etc.(1)，derenvirtuelles 

l:neues:lGeldkapitalalsactivesinOperationtritt,wechselseitigihre 
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Producte（TheileihresMehrproducts）voneinanderzukaufenu・an

einanderzuverkaufenhabenProtantofliesstdaszurCirculationd． 

MehrproductsvorgeschossneGeld-beinormalemVerlauf-inder‐ 

selbenProportionand・verschiednenBs（１）zuriick，inderselben

ProportionworinsiesolcheszurCirculationihrerrespectivenWaaren 

WaarenDvorgeschossenhaben．〔CirculirtdGeldalsZahlungsmittel，

sosindhiernurBilanzenzuzahlen，soweitsichdwechselseitigen 

Kaｕｆｅｕ・Verkdufenichtdecken・Esistaberwichtigiiberallzundchst

dmetallneCirculationinihrereinfachstenForm（ihrursprtinglichen） 

vorauszusetzen，ｗｅｉｌｓｉｃｈｄａｍｉｔＨｕｘ，reHux，Compensationv・

Bilanzenetc・kurzalleMomente，dieimCreditsystemalsbewusst

geregelteVerlaufeerscheinen，alsunabhdngigvomCreditsystem 

vorhandendarstellen，。、SacheinnaturwUchsigerFormbevorｉｎ

reHectirter.〈〕〉

1）このWaarenは不必要であろう。

これまでは《追加》不変資本だけを問題にしてきたので，

変資本の考察に転じなければならない。

今度は追加可

〔原文〕

Jetzthabenwir,ｄａｅｓｓｉｃｈｂｉｓｈｅｒｎｕｒｕｍｌ:additionelles：lconstantes 

CapitalgehandeltunszuwendenzurBetrachtungdesadditionellen 

variablenKapitals． 

｢資本論』（第１部）云々で詳しく説明したように，資本主義的生産の基

礎の上では労働《力》はつねに備えられており，また使用労働者数すなわ
￣－－－－－－ 

ち労働力の量をふやさなくても，必要なときに必要なだけより多くの労働

を流動させることができる。それゆえ，さしあたりはこの点にこれ以上立

ち入る必要はないのであって，むしろ，新たに形成された貨幣資本のうち
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可変資本に転化できる部分はそれが転化する《べき》労(動力をつねに見い

だすことができる，と仮定しなければならない｡、同様に（第１部で）説

明したように，ある与えられた資本が蓄積によらないでその生産量を拡大

することも，ある限界のなかではできる。しかしここでは独自な意味での

資本蓄積が問題なのであり，したがって拡大された規模での生産は剰余価

値の追加盗本への転化を条件としており，したがってまた再生産あるいは

生産の拡大された資本基礎〔Kapitalbasis〕を条件としているのである。

１）このパラグラフのはじめからここまでのところの左側には鉛筆で２本の縦線

が引かれている。さらに，ここからパラグラフの終わりまでの部分の左側には

インクで縦線が引かれている。

〔原文〕

Esistweitliiufigauseinandergesｅｔｚｔｉｎ，,Capital“（Buchｌ）etc.，dass 

Arbeitl：skraft:limmervorrtithigaufBasiskapitaLProductionu・

wie，wennn6thig，ohneVergr6sserungderbeschaftigtenAnzahl 

Arbeiterod・MasseArbeitskraftmehrArbeitfliissiggemachtwerden

kann・Pourcemomentdahernichtn6thigweiterhieraufeinzugehn，

vielmehranzunehmen，dassderinvariablesKapitalverwandelbare 

TheildesneugebildetenGeldkapitalsimmerd・Arbeitskraftvorfindet，

ｗｏｒｉｎｅｓｌ:ｚｕ：IverwandelnEsistditto（ｉｎＢｕｃｈｌ）auseinander‐ 

gesetztworden，dasseingegebnesKapital,ohneAccumulation，within 

certainlimitsseinenProductionsumfangerweiternkann・Hieraber

handeltessichumKapitalaccumulationimspecifSinn，ｓｏｄａｓｓｄ・

ProductionauferweiterterStufenleiterbedingtVerwandlungv・

MehrwerthinzuschUssigesKapital，alsoaucherweiterteKapitalbasis 

derReproduction，resPProduction． 

金生産者は自分の《金製の》剰余価値の１部分を可能的な貨幣資本とし

て蓄積することができる。それが必要な大きさに達すれば，彼はそれを直

接に可変資本に転換することができる（これにたいして他の生産者たちは
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そのまえに彼の《剰余》生産物を売らなければならない）のであり，同様

にそれを直接に不変資本の諸要素に転換することしできる。それにもかか

わらず，後者の場合にはやはり，彼の不変資本の物質的な諸要素が彼の前

になければならない。その場合，これまでの叙述で仮定されているように

各生産者が在庫品を形成しながら作業したのち自分の商品を市場に出すの

でもいいし，あるいは注文によって作業するのでもかまわない。どちらの

場合にも生産の実体的な〔real〕拡大一すなわち剰余生産物一が，一方

の場合にはすでに存在するものとして，他方の場合には可能的に提供可能

なものとして，前提されているのである。

〔原文〕

Ｄ､GoldproducentkanneinenTheilseinesl：goldnen：lMehrwerthsals 

virtuellesGeldkapitalaccumuliren-；sobaldesdn6thigenUmfang 

erreicht,kanneresdirectinvariablesKapitalumsetzen（ｗﾖhrendd． 

andrenerstihrl:Mehr:lProductzuverkaufenhaben）ｄｉｔｔｏｉｎＥｌｅ‐ 
－ 

mentedconstantenKapitals・ＤｏｃｈｍｕｓｓｅｒｉｎｌｅｔｚｔｅｒｅｎＦａｌｌｄ．

materiellenElementseinesconstantenKapitalsvorfinden・Ｏｂ，ｗｉｅ

beidbisherigenDarstellungangenommenwird,dassjederProducent 

aufLagerarbeitetu・dannseineWaareaufdMarktbringt，ｏｄ・ob

eraufOrdrearbeitet，dierealeErweiterungdProduction-i.ｅ、．．

MehrproductinbeidenHillenvorausgesetzt，daseinmalalsschon 

vorhanden，dandremalalsvirtuelllieferbar． 

４)'〕これまでわれわれは，Ａ,Ａ',Ａ"’等々（１）が彼らの剰余生産物を

B,Ｂ',Ｂ"’等々（１）に売ることを前提してきた。しかし，Ａ（１）が，Ｂ

(Ⅱ)への販売によって自分の剰余生産物を貨幣化する，と仮定しよう。こ

のことはただ，Ａ(1)がＢ(Ⅱ)に生産手段を売るが，そのあとで消費手段

を買わない，ということによっての糸，つまりＡのほうの一方的な販売に

よっての承，行なわれることができる。ところで，ｃ（Ⅱ)が商品資本の形
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態から不変資本の現物形態に転換されるのは，’'5712)ｖ（１）だけではなく

、(1)の少くとも１部分もまたｃ（Ⅱ）（これは消費手段の形態で存在す

る）の１部分と転換されることによってのゑ可能であり，それゆえいまＡ

が自分の、（１）を貨幣化するのは，この転換が行なわれないことによって

－すなわちＡ（１）が自分の、（１）の販売で手に入れた貨幣を，商品ｃⅡ

の購買で〔商品に〕転換するかわりに，流通から引きあげることによって

－なのであるが，そのかぎりでは，Ａ（１）のほうではたしかに可能的追

加貨幣資本の形成が行なわれるが，しかし他方ではＢ（Ⅱ)の不変資本のう

ち価値の大きさから見てそれに等しい１部分が，不変資本（生産資本の不

変部分Ｏ〕の現物形態に転換されることができないまま，商品資本の形

態で動きが取れなくなっているわけである。換言すれば，Ｂの商品の１部

分が－そして，一見して明らかに3)，この部分が売れなければＢは自分

の不変資本を全部は生産的形態に再転化させることができないのに－売

れなくなったのであり，それゆえまた，Ｂにかんしては過剰生産が生じる

のであって，この過剰生産は同じくＢにかんしては再生産を－不変な規

模での再生産でさえも－妨げるのである。

１）この「4)」は，赤鉛筆で丸く囲まれている。

２）ページづけを誤ったのであろう，草稿56ページは存在しない。

３）ｐｒｉｍａｆａｃｉｅはここでは，「一見したところ」ではなくて「一見して明らか

に」の意味であろうと考える。

〔原文〕

４）Wirhabenbishervorausgesetzt，ｄａｓｓｄｉｅＡ,Ａ',Ａ〃etc．（１）ihr

MehrproductverkaufenandB,Ｂ',Ｂ〃etc．(1)．GesetztaberA(1)

vergoldeseinMehrproduktdurchVeｒｋａｕｆａｎＢ(Ⅱ)．Ｄｉｅｓｋａｎｎｎｕｒ 

dadurchgeschehn,dassnachdemeranll）Productionsmittelverkauft， 

ernichthinterherConsumtionsmittelkauft，alsonurdurcheinseitigen 

Verkaufseinerseits・Ｓｏｆｅｒｎｎｕｎｃ(Ⅱ）ａｕｆＦｏｒｍｖ・Waarenkapitalin

dNaturalformv・constantemKapitalnurumsetzbardadurchll571

dassnichtnurv(1)SondernaucheinTheilwenigstensvonm(1) 
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sichl:umsetzt:lgegeneinenTheilv．ｃ(11）（ｄａｓｉｎＦｏｒｍｖ.Ｃon‐ 

sumtionsmittelnexistirt)，hence-nunAseinm(1)dadurchvergoldet， 

dassdieserUmsatznichtvollzogenwird-Le、ｄａｓｓＡ(1)dasaus

Verkaufseinesm(1)ｖｏｎｌｌ）gel6steGeldderCirculationentzieht， 

ｓｔａｔｔｅｓｉｎＫａｕｆｖ、WaarecIIumzusetzen-sofindetzwaｒａｕｆＳｅｉｔｅ

ｄＡ(1)BildungvonvirtuellenzusdtzlichenGeldkapitalstatt,aberauf 

andrerSeiteliegteind・WerthumfangnachgleicherTheild・constanten

KapitalsvonB(11）ｆｅｓｔｉｎｄＦｏｒｍｖ・Waarenkapital，ohnesichin

dNaturalformvonconstantemCapital（constantemTheildespro‐ 

ductivenKapitals<)〉umsetzenzuk6nnenlnandrenWorten：ｅｉｎ

ＴｈｅｉｌｄｅｒＷａａｒｅｎｄ・Ｂ－ｕ、primafacieeinTheil,ohnedessenVerkauf

erseinconstantesKapitalnichtganzinproductiveFormriickver‐ 

wandelnkann-istunverkiiuflichgeworden，ｕ・mitBezugaufihn

findetdaherUeberproductionstatt，welchedittomitBezugaufihn 

d・Reproduction-selbstaufgleichbleibenderStufenleiter-hemmt．

この場合には，Ａ（１）の側での追加的可能貨幣資本はたしかに剰余生産

物(剰余価値)の貨幣化された形態であり，したがって生産の指標〔index〕

ではあるが，しかし剰余生産物（剰余価値）をそのものとして見れば，そ

れは単純《再》生産の現象であって，《まだ》拡大された規模での再生産

の現象ではない。不変な規模でのｃⅡの再生産が行なわれるためには，

(Ｗ､＋、）Ｉは(ここではこのことはいずれにしても、部分にかかわること

なのであるが｝最終的にはｃｍと転換されなければならないのである。

ところで，Ａ（Ｉ)は，自分の剰余生産物をＢ(Ⅱ)に売ることによって,そ

れに相当する不変資本価値部分を《Ｂ(Ⅱ)に》現物形態で供給したのであ

るが，しかし同時に，流通から貨幣を引きあげることによって￣自分の

販売をそのあとでの購買で補完しないことによって￣価値から見てそれ

に等しいＢ(Ⅱ)の商品部分を売れなくしたのである○だから，社会的総
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《再》生産－それは資本家ＩをもⅡをも一様に含んでいる－に目を向

けるならば，Ａ（１）の剰余生産物が可能的貨幣資本に転化するということ

は，価値の大きさから見てそれに等しい商品資本（ＢⅡの）が生産資本

（不変資本）に再転化できないということを表現している。つまり，拡大

された規模での生産を可能的に表現しているのではなく，単純再生産の阻

害を，それゆえ単純再生産における不足を表現しているのである。Ａ（１）

の剰余生産物の形成や販売はそれ自身単純再生産の現象なのだから，ここ

では単純再生産そのものの基礎の上で，次のような相互に制約しあう諸現

象が見られるのである。すなわち，部門Ｉ）での可能的追加貨幣資本の形

成｛それゆえⅡの立場から見ての過少消費}・部門Ⅱでの，生産資本に再

転化できない商品在庫の固着，したがって（Ⅱにとっての）相対的過剰生

産。過剰な貨幣資本（１）と再生産における不足(Ⅱ)。

１）「ｗ｣－明らかに「ｖ」の誤記である。

〔原文〕

IndiesemFall：DaszusiitzlichevirtuelleGeldkapitalaufseiten 

l:ｖｏｎ:|Ａ(1)istzwarvergoldeteFormvonMehrprodukt（Mehrwerth)， 

alsoeinindexvonProduction；aberMehrproduct（Mehrwerth）ａｌｓ 

solchesbetrachtetistPhanomeneinfacherl：Ｒｅ：lProduction，｜：ｎｏｃｈ:l 

nichtdReproductionauferweiterterStufenleiter.（ｗ')＋、)Ｉ〔wodies

jedenfallsvonTheilvonmgi1t〕miissensichumsetzenschliesslichgegen

cll)，damitdReproductionvoncllaufgleichbleibenderStufenleiter 

ｖｏｒｓｉｃｈｇｅｈｅＮｕｎＡ(1)ｄｕｒｃｈｄ・VerkaufseinesMehrproductsan

B(Ⅱ)hateinenentsprechendenWerththeilvondemconstantenKapi‐ 

tａｌｌ：ihm：linNaturalformgeliefert，aberzugleichdurchEntziehung 

d・GeldesausdCirculation-durchnichtVervollstdndigungseines

l:Ｖｅｒ:lKaufsmittelstnachfolgendenKaufs-einendWerthnach 

gleichenWaarentheildesB(Ⅱ）unverktiuflichgemacht・Fassenwir

alsodgesellschaftlicheGesammtl：Ｒｅ：lproductioninsAuge-die 

gleichmiissigdKapitalistenlu・IIumschliesst-soist2）driicktdie



７６「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（上）

VerwandlungdMehrproductesv.Ａ(1)invirtuellesGeldkapitaldie 

NichtriickverwandelbarkeiteinesdWerthumfangnachgleichen 

Waarenkapitals（vBII）inproductivesKapital（constantes）aus,also 

nichtvirtuellProductionauferweiterterStufenleiter，sondem 

HemmungdereinfachenReproductionhenceeinDeficitinderein‐ 

fachenReproduktion、Ｄａｄ・Bildungu．ｄ・VerkaufdMehrprodukts

vonA(1)selbstPhanomenedereinfachenReproductionsind，ｓｏ 

habenwirhieraufGrundlaged・einfachenReproduktionselbst

folgendeeinanderwechselseitigbedingendePhtinomene：Bildungv． 

virtuellzuschiissigemGeldkapitａｌｂｅｉＫＬＩ)，〔daherUnterconsumtion

vomStandpunktII〕，Festsetzungv､WaarenvorrathenaufSeitell,die

nichtriickverwandelbarinproductivesKapital，alsorelativeUeber‐ 

production（fiirll)；UeberschiissigesGeldkapital（１）ｕ、Deficitind．

Reproduction（Ⅱ)． 

1）「ｗ｣－明らかに「ｖ」の誤記である。なお，ここでの「ｖ＋ｍ」はじつき

いには「Ｗ＋Ｍ」と書かれているようだが，はじめに記した約束にしたがって

小文字にしておく。

2）このistは，次の語のdriicktを書いたさいに消すべきであったのを忘れた

のであろう。

この点についてここでこれ以上詳しく論じることはしないで，次のこと

を述べておこう。単純再生産の叙述では，全剰余価値（ＩおよびⅡ）が収

入として支出されることが前提されていた｡しかし実際には,剰余価値の１

部分が収入として支出されるのであって，他の部分は資本に転化するので

ある。現実の蓄積はこの前提のもとでの承行なわれる。蓄積は消費を犠牲

にして行なわれるのだ，というのは－このように一般的に言うのであれ

ば－それ自身，資本主義的生産の本質に矛盾する幻想である。というの

は，この幻想は，資本主義的生産の目的および推進的動機は消費であっ

て，剰余価値の獲得と資本化すなわち蓄積ではない，ということを前提し
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ているからである。そのほかこの点に関連する諸問題は，いま，部門Ⅱで

の蓄積がどのようにして行なわれることができるのかを見ることによっ

て，さらに明らかになるであろう。

〔原文〕

OhneandiesemPunkthierbeiniiherzuverweilen，folgendezu 

bemerken：EsistbeiDarstellungd・einfachenReproduktionvoraus‐

gesetztworden，dassdganzeMehrwerth（Ｉｕ、１１）alsRevenue

verausgabtwirdlnd・ThataberwirdeinTheild・Mehrwerthsals

Revenueverausgabt，einandrerinKapitalverwandelt・Wirkliche

AccumulationfindetnurunterdieserVoraussetzungstatt・Dassd

AccumulationsichaufKostenderConsumtionmacheist-soallge‐ 

meingefasst-selbsteinelllusion，diedemWesendkapitalistischen 

Produktionwiderspricht，indemsievoraussetzt，ｄａｓｓｄＺｗｅｃｋｕ． 

treibendesMotivderselbend・Consumtionsei，nichtaberErgatterung

v・Mehrwerthu・Capitalisationdesselben，ｉ､eAccumulation・Die

weiterhiermitverkniipftenProblemewerdensichweiterzeigen，indem 

wirjetztbetrachten,wiedAccumulationind・KlasselIvonsich

gehnkann． 

〔以下次号〕


